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第 1 章： CA Performance Management Data 

Aggregator インストール概要 
 

正常にインストールされた Data Aggregator には、以下のコンポーネントが

以下の推奨順にインストールされています。 

1. CA Performance Center 

2. Data Repository 

3. Data Aggregator 

4. Data Collector 
 

どのコンポーネントをインストールする場合も、事前に展開シナリオ (P. 

11)を確認して、ユーザ環境でどのように CA Performance Management を展

開するかを決定します。 展開戦略は、デバイスの数や場所、および監視

するメトリックによって異なります。 
 

展開計画を選択してから、インストール タイプを選択します。 

■ 単一ノードのインストール 

■ クラスタのインストール 

■ sudo ユーザのインストール（root ユーザ アクセスを使用しないインス

トール） 
 

これらのインストール タイプはそれぞれ、インストール ウィザード、コ

マンド ライン（CLI）またはサイレント モードを使用してインストールで

きます。 インストールの方法ごとにガイドが提供されています。 
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第 2 章： CA Performance Management Data 

Aggregator 展開シナリオ 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Data Aggregator 展開オプション (P. 11) 

毎秒 15,000 メトリックまでの小規模展開 (P. 13) 

毎秒 75,000 メトリックまでの中規模展開 (P. 16) 

毎秒 150,000 メトリックまでの大規模展開 (P. 19) 

マルチテナント展開の考慮事項 (P. 22) 
 

Data Aggregator 展開オプション 

必要とする監視の程度に応じて、Data Aggregator の展開には 3 つのオプ

ションがあります: 

■ 小規模展開では、最大 100,000 のデバイスおよびコンポーネントの監

視に対して、毎秒 15,000 のメトリックを処理できます。 

■ 中規模展開では、最大 500,000 のデバイスおよびコンポーネントの監

視に対して、毎秒 75,000 のメトリックを処理できます。 

■ 大規模展開では、最大 1,000,000 のデバイスおよびコンポーネントの監

視に対して、毎秒 150,000 のメトリックを処理できます。 

注： 中規模および大規模の展開に対しては、クラスタ化された Data 

Repository 展開（3 つのノードに基づいた）をお勧めします。 
 



Data Aggregator 展開オプション 
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以下の図に、各コンポーネントがどのように協調動作するかを示します。 

 
 

注： システム要件の詳細については、「Data Aggregator Release Notes」リ

リースノートを参照してください。 
 



毎秒 15,000 メトリックまでの小規模展開 
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毎秒 15,000 メトリックまでの小規模展開 

以下の情報は、100,000 までの監視対象デバイスおよびコンポーネントに

対して、毎秒 15,000 のメトリックをサポートする小規模展開の要件を説

明しています。 この展開は、以下の 4 つのホストの仮想マシン環境で設定

できます。 

■ 1 つの CA Performance Center ホスト 

■ 1 つの Data Repository ホスト 

■ 1 つの Data Aggregator ホスト 

■ 1 つの Data Collector ホスト 

注： CA Performance Center のシステム要件の詳細については、「CA 

Performance Center リリース ノート」を参照してください。 
 

Data Repository の要件 

以下の表は、Data Repository ホストをインストールするための最小システ

ム要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 専用の仮想 CPU 2 つ 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 16 GB 



毎秒 15,000 メトリックまでの小規模展開 
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コンポーネント 要件 

ディスク領域 以下のディレクトリ用に 3 つのパーティショ

ンが必要です。 

■ カタログ ディレクトリ 

■ データ ディレクトリ 

■ バックアップ データ ディレクトリ 

注： ディスク容量の詳細については、システム 

サイジング ツール（support.ca.com の

「Recommended Reading」セクションで利用可

能）を参照してください。 

ディスク入出力 200 メガバイト/秒 

Data Aggregator 要件 

以下の表は、Data Aggregator ホストをインストールするための最小システ

ム要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 専用の仮想 CPU 2 つ 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 16 GB 

ディスク領域 50 GB 

注： データ エクスポートを 1 時間使用する場

合は、別途 5 GB のパーティションが必要にな

ります。 

ディスク入力/出力 100 メガ バイト/秒 



毎秒 15,000 メトリックまでの小規模展開 
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注： データのロード プロセスは、ポーリングされたデータを Data 

Repository にロードする前に、すべてを Data Aggregator 上のファイルに保

存するように再設計されました。 ポーリングされたデータのファイルは、

Data Repository にロードされた後に削除されます。 このため、Data 

Aggregator 上の使用可能なディスク容量は時間とともに変動します。 
 

Data Collector 要件 

以下の表は、Data Collector ホストをインストールするための最小システム

要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 専用の仮想 CPU 2 つ 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 12 GB 

ディスク領域 50 GB  

ディスク入出力 100 メガ バイト/秒 

注： 前提条件の手順およびインストールの詳細については、「Data 

Aggregator インストール ガイド」を参照してください。 
 



毎秒 75,000 メトリックまでの中規模展開 
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毎秒 75,000 メトリックまでの中規模展開 

以下の情報は、500,000 までの監視対象デバイスおよびコンポーネントに

対して、毎秒 75,000 のメトリックをサポートする中規模展開の要件を説

明しています。 この展開は、以下の 6 つのホストの物理マシン環境で設定

できます。 

■ 1 つの CA Performance Center ホスト 

■ クラスタ内の 3 つの Data Repository ホスト 

■ 1 つの Data Aggregator ホスト 

■ 1 つの Data Collector ホスト 

注： CA Performance Center のシステム要件の詳細については、「CA 

Performance Center リリース ノート」を参照してください。 
 

Data Repository の要件 

以下の表は、各 Data Repository ホストをインストールするための最小シス

テム要件を示しています。 

重要：  この展開は単一のノード Data Repository 環境で機能しますが、3 つ

のノード クラスタ環境の使用を強くお勧めします。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 8 コア 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 64 GB 



毎秒 75,000 メトリックまでの中規模展開 

 

第 2 章： CA Performance Management Data Aggregator 展開シナリオ  17  
 

コンポーネント 要件 

ディスク領域 以下のディレクトリ用に 3 つのパーティショ

ンが必要です。 

■ カタログ ディレクトリ 

■ データ ディレクトリ 

■ バックアップ データ ディレクトリ 

注： ディスク容量の詳細については、システム 

サイジング ツール（support.ca.com の

「Recommended Reading」セクションで利用可

能）を参照してください。 

ディスク入出力 200 メガバイト/秒 

Data Aggregator 要件 

以下の表は、Data Aggregator ホストをインストールするための最小システ

ム要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 8 コア 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 32 GB 

ディスク領域 50 GB 

注： データ エクスポートを 1 時間使用する場

合は、別途 25 GB のパーティションが必要にな

ります。 

ディスク入出力 100 メガ バイト/秒 



毎秒 75,000 メトリックまでの中規模展開 
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注： データのロード プロセスは、ポーリングされたデータを Data 

Repository にロードする前に、すべてを Data Aggregator 上のファイルに保

存するように再設計されました。 ポーリングされたデータのファイルは、

Data Repository にロードされた後に削除されます。 このため、Data 

Aggregator 上の使用可能なディスク容量は時間とともに変動します。 
 

Data Collector 要件 

以下の表は、Data Collector ホストをインストールするための最小システム

要件を示しています。 

注： これらの要件は、Data Collector インスタンスで 500,000 までのデバイ

スおよびコンポーネントを監視するためのものです。 実際には、監視対

象デバイスおよびコンポーネントの合計容量が 500,000 を超えない限り、

複数のより小規模な Data Collector インスタンスで代用できます。 たとえ

ば、1 つの大規模なインスタンスに相当する、5 つの仮想 Data Collector イ

ンスタンスを使用できます。 Data Collector が監視しているデバイスおよ

びコンポーネントの数は、Data Collector リスト ビューで確認できます。 

Data Collector リスト ビューの詳細については、「Data Aggregator 管理者
ガイド」を参照してください。  

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 4 コア 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 32 GB 

ディスク領域 50 GB 

ディスク入出力 100 メガ バイト/秒 

注： 前提条件の手順およびインストールの詳細については、「Data 

Aggregator インストール ガイド」を参照してください。 
 



毎秒 150,000 メトリックまでの大規模展開 
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毎秒 150,000 メトリックまでの大規模展開 

以下の情報は、100 万までの監視対象デバイスおよびコンポーネントに対

して、毎秒 150,000 のメトリックをサポートする大規模展開の要件を説明

しています。 この展開は、以下の 7 つのホストの物理マシン環境で設定で

きます。 

■ 1 つの CA Performance Center ホスト 

■ クラスタ内の 3 つの Data Repository ホスト 

■ 1 つの Data Aggregator ホスト 

■ 2 つの Data Collector ホスト 

注： CA Performance Center のシステム要件の詳細については、「CA 

Performance Center リリース ノート」を参照してください。 
 

Data Repository の要件 

以下の表は、各 Data Repository ホストをインストールするための最小シス

テム要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 12 コア 

プロセッサの速度 2.5 GHz 

メモリ（RAM） 96 GB 



毎秒 150,000 メトリックまでの大規模展開 
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コンポーネント 要件 

ディスク領域 以下のディレクトリ用に 3 つのパーティショ

ンが必要です。 

■ カタログ ディレクトリ 

■ データ ディレクトリ 

■ バックアップ データ ディレクトリ 

注： ディスク容量の詳細については、システム 

サイジング ツール（support.ca.com の

「Recommended Reading」セクションで利用可

能）を参照してください。 

ディスク入出力 200 メガバイト/秒 

Data Aggregator 要件 

以下の表は、Data Aggregator ホストをインストールするための最小システ

ム要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 12 コア 

プロセッサの速度 2.5 GHz 

メモリ（RAM） 48 GB 

ディスク領域 100 GB 

注： データ エクスポートを 1 時間使用する場

合は、別途 5 GB のパーティションが必要にな

ります。 

ディスク入出力 100 メガ バイト/秒 
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注： データのロード プロセスは、ポーリングされたデータを Data 

Repository にロードする前に、すべてを Data Aggregator 上のファイルに保

存するように再設計されました。 ポーリングされたデータのファイルは、

Data Repository にロードされた後に削除されます。 このため、Data 

Aggregator 上の使用可能なディスク容量は時間とともに変動します。 
 

Data Collector 要件 

以下の表は、各 Data Collector ホストをインストールするための最小シス

テム要件を示しています。 

重要：  この情報は 2 つの Data Collector インスタンスのそれぞれに固有で

す。 実際には、監視対象デバイスおよびコンポーネントの合計容量が 100 

万を超えない限り、複数のより小規模な Data Collector インスタンスで代

用できます。 たとえば、1 つの大規模なインスタンスに相当する、5 つの

仮想 Data Collector インスタンスを使用できます。 Data Collector が監視し

ているデバイスおよびコンポーネントの数は、Data Collector リスト 

ビューで確認できます。 Data Collector リスト ビューの詳細については、

「Data Aggregator 管理者ガイド」を参照してください。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 4 コア 

プロセッサの速度 2.5 GHz 

メモリ（RAM） 32 GB 

ディスク領域 50 GB 

ディスク入力/出力 100 メガ バイト/秒 

注： 前提条件の手順およびインストールの詳細については、「Data 

Aggregator インストール ガイド」を参照してください。 
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マルチテナント展開の考慮事項 

マルチテナント展開では、以下の点を考慮してください。 

■ Data Aggregator はテナント間で共有できます。 各テナントの情報は保

護されており、ほかのテナントはこの情報を表示できません。 

■ Data Collector はテナントの間で共有されません。 ただし、テナントは

複数の Data Collector を持つことができます。 
 

■ 管理対象のサービス プロバイダがデバイスで複数のテナントを監視

している場合、MSP サイトに Data Collector をインストールできます。 

注： このセットアップでは、Data Collector がテナントのファイア

ウォールを通過してアクセスし、管理対象となるデバイスをポーリン

グする必要があります。 
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第 3 章： インストール 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

CA Performance Management Data Aggregator のインストール方法 - インス

トール ウィザード (P. 23) 

caim--CA Mediation Manager for Infrastructure Management のインストール

方法 (P. 25) 
 

CA Performance Management Data Aggregator のインストール方

法 - インストール ウィザード 

Data Aggregator は、インストール ウィザードを使用してインストールでき

ます。 Data Aggregator のインストールでは、Data Repository、Data 

Aggregator および Data Collector をインストールします。 

注： コマンド ラインを使用して Data Repository をインストールできます。 

Data Repository インストールに対応したインストール ウィザードはあり

ません。 
 

以下の手順を、推奨される記載の順序に従って実行します。 

1. CA Performance Center をインストールします。 

注： CA Performance Center は独立したインストールです。 いつでもイ

ンストールできます。 CA Performance Center のインストールの詳細に

ついては、「CA Performance Center インストール ガイド」を参照して

ください。 
 

2. Data Repository をインストールします。 

3. Data Repository のログ ローテーションを設定します。 
 

4. （強く推奨） Data Repository の自動バックアップを設定します。 
 

5. Data Aggregator をインストールします。 

6. （クラスタ インストールのみ）クラスタ環境の Data Repository ホスト

を Data Aggregator が認識できるようにします。 
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7. Data Collector をインストールします。 

注： 各コンポーネント用の installation_directory/logs ディレクトリ内

の .history ファイルを調べることにより、製品のどのバージョンがインス

トールされているかを確認できます。 
 



caim--CA Mediation Manager for Infrastructure Management のインストール方法 
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caim--CA Mediation Manager for Infrastructure Management のイ

ンストール方法 

CA Mediation Manager は、モバイル ワイヤレス、光ファイバ スイッチ、無

線アクセス、および 3G または 4G 音声データなどの非 SNMP ベースのデバ

イスのパフォーマンスを監視します。 CA Mediation Manager は、データに

アクセスするための広範囲のプロトコル（SOAP、SSH、XML、SQL、JMS、

SFTP、および HTTP など）をサポートします。 CA Mediation Manager はす

べてのプラットフォームにわたって移植可能です。 

CA Mediation Manager for Infrastructure Management では、デバイス パック

（デバイスまたは Element Management System （EMS）からデータを収集

するベンダー固有の API プラグイン）を作成し移行することができます。 

CA Mediation Manager for Infrastructure Management をインストールするに

は、以下のプロセスに従います。 

前提条件 

CA Mediation Manager for Infrastructure Management をインストールする前

に、以下を必ずインストールしておきます。 

1. CA Performance Center をインストールします。 CA Performance Center 

インストール ガイドを参照してください。 

2. Data Aggregator コンポーネントをインストールします (P. 55)。 

3. Data Collector コンポーネントをインストールします (P. 67)。 

CA Mediation Manager for Infrastructure Management のインストール 

前提条件を満たした後で以下の手順を実行します。 

1. Performance Manager 用の CA Mediation Manager をインストールしま

す https://wiki.ca.com/display/CAMM226/Installing。 

2. デバイス パックをインストールします 
https://wiki.ca.com/display/CAMM226/Installing+Device+Packs+in+CA+Me

diation+Manager+for+Infrastructure+Management。 
 

https://wiki.ca.com/display/CAMM226/Installing
https://wiki.ca.com/display/CAMM226/Installing+Device+Packs+in+CA+Mediation+Manager+for+Infrastructure+Management
https://wiki.ca.com/display/CAMM226/Installing+Device+Packs+in+CA+Mediation+Manager+for+Infrastructure+Management
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第 4 章： Data Repository コンポーネントのイ

ンストール 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Data Repository インストールの準備方法 - 単一ノード (P. 27) 

Data Repository インストールの準備方法 - クラスタ (P. 30) 

Data Repository コンポーネントのインストール (P. 34) 
 

Data Repository インストールの準備方法 - 単一ノード 

単一ノード クラスタに Data Repository をインストールする前に、以下の前

提条件を満たしている必要があります。 
 

1. 以下のポートが Data Repository システムでオープンであることを確認

します。 

■ ポート 22 （TCP プロトコル） 

■ ポート 4033 （TCP および UDP プロトコル） 

■ ポート 4803 （TCP および UDP プロトコル） 

■ ポート 4804 （UDP プロトコル） 

■ ポート 4805 （UDP プロトコル） 

■ ポート 5444 （TCP プロトコル） 

■ ポート 5450 （TCP プロトコル） 

■ ポート 5433 （TCP プロトコル） 

注： このポートにはリモート アクセスが必要です。 
 

2. ¥etc ディレクトリに「release」という名前のファイルが ある場合は、

このファイルを削除します。 削除しないと、Data Repository のインス

トールは失敗します。 
 

3. Data Repository をインストールするには、root アクセス権が必要です。 

Data Repository を root としてインストールできるかどうかを判断しま

す。  
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4. CPU 周波数調整が無効であることを確認します。 ホスト システムの 

BIOS （Basic Input/Output System）による CPU 周波数調整を無効にしま

す。 
 

5. Data Repository のインストール先コンピュータに少なくとも 2 GB の

スワップ領域があることを確認します。 
 

6. データおよびカタログのディレクトリに ext3 または ext4 ファイル シ

ステムを使用していることを確認します。 
 

7. データおよびカタログのディレクトリに論理ボリューム マネージャ

（LVM）を使用していないことを確認します。 
 

8. Data Repository ホストの一意のホスト名を設定します。 
 

9. （オプション） sudo ユーザ アカウントを設定します (P. 29)。 
 

各 Data Repository ホストへの一意のホスト名の設定 

Data Repository をインストールする各コンピュータに一意のホスト名を

設定します。 クラスタ インストールでは、一意のホスト名が 3 つ必要で

す。 

次の手順に従ってください： 

1. root ユーザとして、Data Repository をインストールする各コンピュー

タにログインし、各コンピュータで一意のホスト名を確認します。 
 

各コンピュータのホスト名は、ループバック アドレス 127.0.0.1 ではな
く IP アドレスに関連付ける必要があります。  

2. 各コンピュータ上の /etc/hosts ファイルに以下の行があることを確認

します。 

Do not remove the following line, or various programs 

# that require network functionality will fail. 

127.0.0.1 localhost.localdomain localhost 

::1 localhost6.localdomain6 localhost6 

IP address of your host YourHostName YourHostName.domain 
 

3. ホスト名の変更が必要な場合は、その変更を行った後で以下のコマン

ドを入力します。 

service network restart 
 

/etc/hosts ファイルが正しく設定されました。 
 

一意のホスト名が設定されます。 
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4. （クラスタ インストールのみ）クラスタ内のすべてのホストのホスト

名が正しく解決される必要があります。 ホスト名の解決が正しくない

場合、Data Repository のクラスタがインストールされないか、正しく

動作しません。 クラスタ内に含まれているすべてのホストには、静的

な IP アドレスまたは永久にリースされている DHCP アドレスを使用す

る必要があります。 クラスタ用に選択した 3 つの各ホストの 

/etc/hosts ファイルを設定します。 hosts ファイルには、クラスタの 3 つ

のホストのエントリがすべて含まれている必要があります。 
 

たとえば、クラスタ内のホストが host01、host02、および host03 とい

う名前の場合、各ホストの /etc/hosts ファイルは以下の例のようにな

ります。  

127.0.0.1 localhost.localdomain localhost  

192.168.13.128 host01.domain host01  

192.168.13.129 host02.domain host02  

192.168.13.130 host03.domain host03 

注： ループバック アドレス（127.0.0.1）の行を削除しないでください。 

ローカル Data Repository ホスト名を 127.0.0.1 の行に置くことはでき

ません。 また、クラスタ内にホストを定義している場合は、ループバッ

ク アドレスや localhost 名を使用しないでください。 
 

5. ホスト名解決が、クラスタ内の各ホストに対して機能していることを

確認します。 

たとえば、host01 では、以下のようにコマンドが処理されます。  
$ /bin/hostname -f  

host01 
 

ホスト名解決が設定されました。 
 

Data Repository の sudo ユーザ アカウントの設定（オプション） 

Data Repository をインストールする前に、root ユーザとしてログインしま

す。 ただし、環境によっては、root ユーザのアクセスが制限される場合が

あります。 root ユーザ アクセスを利用できない場合は、制限されたコマ

ンド セットにアクセスできる sudo ユーザを使用して、ソフトウェアをイ

ンストールおよび実行できます。 

次の手順に従ってください： 

1. Data Repository をインストールするコンピュータに root ユーザとして

ログインします。 
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2. /etc/sudoers ファイルのコマンド エイリアス セクションに以下のコマ

ンド エイリアスを追加します。 

Cmnd_Alias CA_DATAREP = 

/tmp/installDR.bin,/opt/CA/IMDataRepository_vertica7/dr_validate.sh,/opt/CA/I

MDataRepository_vertica7/dr_install.sh,/usr/bin/vim,/usr/bin/reboot 

 

## Allows the Data Repository user to manage the Data Repository 

 

dasudouser_name ALL = CA_DATAREP 
 

このコマンド エイリアスには、sudo ユーザが実行できる必要があるコ

マンドが記述されています。 

sudo ユーザ アカウントが設定されます。 
 

Data Repository インストールの準備方法 - クラスタ 

クラスタに Data Repository をインストールする前に、以下の前提条件を満

たしている必要があります。 
 



Data Repository インストールの準備方法 - クラスタ 
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1. 以下のポートが Data Repository システムでオープンであることを確認

します。 

■ ポート 22 （TCP プロトコル） 

■ ポート 4033 （TCP および UDP プロトコル） 

■ ポート 4803 （TCP および UDP プロトコル） 

■ ポート 4804 （UDP プロトコル） 

■ ポート 4805 （UDP プロトコル） 

■ ポート 5444 （TCP プロトコル） 

■ ポート 5450 （TCP プロトコル） 

■ ポート 5433 （TCP プロトコル） 

注： このポートにはリモート アクセスが必要です。 

■ ポート 48073 以上は、クラスタ間の通信に対してオープンである

必要があります。 

2. Data Repository をクラスタにインストールする場合は、Data Repository 

ノードをインストールするホストを選択します。 

重要：  データベース ソフトウェアは、クラスタに含まれている各ホス

トに展開されます。 このソフトウェアは、クラスタの「ノード」を表

します。 3 ノードのクラスタは、単一ノードのロスを許容できる最も

単純な構成です。 ただし、クラスタには 3 つを超えるホストを含める

ことができます。 複数のノードに障害が発生するか、シャットダウン

された場合、Data Repository は使用できなくなり、Data Aggregator が

自動的にシャットダウンします。 
 
 

3. ¥etc ディレクトリに「release」という名前のファイルが ある場合は、

このファイルを削除します。 削除しないと、Data Repository のインス

トールは失敗します。 
 

4. root ユーザまたは sudo ユーザがデータベース管理者ユーザ アカウン

トを作成できる、または管理者にこれらのアカウントを作成してもら

えることを確認します。 
 

5. CPU 周波数調整が無効であることを確認します。 ホスト システムの 

BIOS （Basic Input/Output System）による CPU 周波数調整を無効にしま

す。 
 

 

 
 

6. クラスタ内のすべてのホストが同一のサブネットにあることを確認し

ます。 
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7. root ユーザがセキュア シェル（SSH）を使用してクラスタ内のすべて

のホストにログイン（ssh）できることを確認します。 
 

8. Data Repository のインストール先コンピュータそれぞれに少なくとも 

2 GB のスワップ領域があることを確認します。 
 

9. データおよびカタログのディレクトリに ext3 または ext4 ファイル シ

ステムを使用していることを確認します。 
 

10. データおよびカタログのディレクトリに論理ボリューム マネージャ

（LVM）を使用していないことを確認します。 
 

11. 各 Data Repository ホストの一意のホスト名を設定します。 
 

12. （オプション） sudo ユーザ アカウントを設定します (P. 29)。 
 

各 Data Repository ホストへの一意のホスト名の設定 

Data Repository をインストールする各コンピュータに一意のホスト名を

設定します。 クラスタ インストールでは、一意のホスト名が 3 つ必要で

す。 

次の手順に従ってください： 

1. root ユーザとして、Data Repository をインストールする各コンピュー

タにログインし、各コンピュータで一意のホスト名を確認します。 
 

各コンピュータのホスト名は、ループバック アドレス 127.0.0.1 ではな
く IP アドレスに関連付ける必要があります。  

2. 各コンピュータ上の /etc/hosts ファイルに以下の行があることを確認

します。 

Do not remove the following line, or various programs 

# that require network functionality will fail. 

127.0.0.1 localhost.localdomain localhost 

::1 localhost6.localdomain6 localhost6 

IP address of your host YourHostName YourHostName.domain 
 

3. ホスト名の変更が必要な場合は、その変更を行った後で以下のコマン

ドを入力します。 

service network restart 
 

/etc/hosts ファイルが正しく設定されました。 
 

一意のホスト名が設定されます。 
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4. （クラスタ インストールのみ）クラスタ内のすべてのホストのホスト

名が正しく解決される必要があります。 ホスト名の解決が正しくない

場合、Data Repository のクラスタがインストールされないか、正しく

動作しません。 クラスタ内に含まれているすべてのホストには、静的

な IP アドレスまたは永久にリースされている DHCP アドレスを使用す

る必要があります。 クラスタ用に選択した 3 つの各ホストの 

/etc/hosts ファイルを設定します。 hosts ファイルには、クラスタの 3 つ

のホストのエントリがすべて含まれている必要があります。 
 

たとえば、クラスタ内のホストが host01、host02、および host03 とい

う名前の場合、各ホストの /etc/hosts ファイルは以下の例のようにな

ります。  

127.0.0.1 localhost.localdomain localhost  

192.168.13.128 host01.domain host01  

192.168.13.129 host02.domain host02  

192.168.13.130 host03.domain host03 

注： ループバック アドレス（127.0.0.1）の行を削除しないでください。 

ローカル Data Repository ホスト名を 127.0.0.1 の行に置くことはでき

ません。 また、クラスタ内にホストを定義している場合は、ループバッ

ク アドレスや localhost 名を使用しないでください。 
 

5. ホスト名解決が、クラスタ内の各ホストに対して機能していることを

確認します。 

たとえば、host01 では、以下のようにコマンドが処理されます。  
$ /bin/hostname -f  

host01 
 

ホスト名解決が設定されました。 
 

Data Repository の sudo ユーザ アカウントの設定（オプション） 

Data Repository をインストールする前に、root ユーザとしてログインしま

す。 ただし、環境によっては、root ユーザのアクセスが制限される場合が

あります。 root ユーザ アクセスを利用できない場合は、制限されたコマ

ンド セットにアクセスできる sudo ユーザを使用して、ソフトウェアをイ

ンストールおよび実行できます。 

次の手順に従ってください： 

1. Data Repository をインストールするコンピュータに root ユーザとして

ログインします。 
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2. /etc/sudoers ファイルのコマンド エイリアス セクションに以下のコマ

ンド エイリアスを追加します。 

Cmnd_Alias CA_DATAREP = 

/tmp/installDR.bin,/opt/CA/IMDataRepository_vertica7/dr_validate.sh,/opt/CA/I

MDataRepository_vertica7/dr_install.sh,/usr/bin/vim,/usr/bin/reboot 

 

## Allows the Data Repository user to manage the Data Repository 

 

dasudouser_name ALL = CA_DATAREP 
 

このコマンド エイリアスには、sudo ユーザが実行できる必要があるコ

マンドが記述されています。 

sudo ユーザ アカウントが設定されます。 
 

Data Repository コンポーネントのインストール 

Data Repository は、前提条件に適合した後でインストールできます。 Data 

Aggregator の前に Data Repository をインストールします。 インストール処

理の一部として、以下のスクリプトを順番に実行する必要があります。 

■ dr_validate.sh - Data Repository の前提条件が満たされていることを確

認するために使用できます。 

■ dr_install.sh - Vertica データベースをインストールします。 
 

各スクリプトを実行すると、スクリプトが実行された Data Repository ホス

ト上の installation_directory/logs ディレクトリに対応するログ ファイルが

生成されます。 これらのログ ファイルには、スクリプトの段階的な出力

が含まれます。 スクリプトの出力をレビューして、スクリプト実行の成

功/失敗を確認できます。 

重要：  Data Repository をインストールする前に、システム要件を確認しま

す。 
 

次の手順に従ってください： 

1. コンソールを開き、root ユーザとして Data Repository をインストール

するコンピュータにログインします。 

重要：  クラスタ インストールでは、クラスタに含まれている 3 つのホ

ストのいずれからでも、Data Repository のインストールを開始できま

す。 必要なソフトウェア コンポーネントは、インストール中に他の 2 

つのノードにプッシュされます。 
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2. installDR.bin ファイルをローカルにコピーします。 インストールの手順

を説明するために、インストーラは /tmp ディレクトリに配置されるこ

とを前提とします。ただし、この場所は必須ではありません。 
 

3. 以下のコマンドを入力して、インストール ファイルの権限を変更しま

す。 

chmod u+x installDR.bin 
 

4. インストール ファイルを抽出するには、以下のいずれかの手順を実行

します。 

■ root ユーザとしてインストール ファイルを抽出するには、以下の

コマンドを入力します。 

./installDR.bin 
 

■ sudo ユーザとしてインストール ファイルを抽出するには、以下の

コマンドを入力します。 

sudo ./installDR. 

重要：  installDR.bin ファイルは Data Repository をインストールしませ

ん。 このファイルは Data Repository rpm、ライセンス ファイル、およ

び 3 つのインストール スクリプトを抽出します。 Data Repository は、

後続の手順でインストールします。 
 

使用許諾契約が表示されます。 
 

Data Repository をインストールするコンピュータで、X Window System 

を実行せずに Data Repository のインストール ファイルをセキュア 

シェルまたはコンソールから抽出した場合、使用許諾契約はコンソー

ル モード（コマンド ライン）で表示されます。 それ以外の場合、使

用許諾契約はユーザ インターフェースに表示されます。 
 

5. ユーザ インターフェース内にいる場合は、使用許諾契約を読み、使用

許諾契約に同意して、［次へ］をクリックします。 コンソール モード

の場合は Enter キーを押します。 
 

6. プロンプトが表示されたら、Data Repository のインストール パッケー

ジおよび Vertica ライセンス ファイルを展開するインストール ディレ

クトリを入力するか、またはデフォルトのインストール ディレクトリ 

/opt/CA/IMDataRepository_vertica7/ をそのまま使用します。 ユーザ イ

ンターフェース内にいる場合は、［インストール］をクリックし、［完

了］をクリックします。 コンソール モードの場合は、Enter キーを 2 回

押します。 

注： 論理ボリューム マネージャ（LVM）を /opt ディレクトリに使用し

ないでください。 
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Data Repository のインストール パッケージ、ライセンス ファイル、お

よび関連するセットアップ スクリプトが、選択したディレクトリに解

凍されます。 
 

7. drinstall.properties ファイル内の以下のパラメータを調整し、インス

トール固有の値を反映させます。 drinstall.properties ファイルは、以前

に指定したインストール ディレクトリに存在します。 

■ DbAdminLinuxUser= Linux ユーザ（Vertica データベースの管理者と

して作成したユーザ） 

デフォルト： dradmin 

注： このユーザがシステムに見つからない場合、Vertica インストー

ラが作成します。 このユーザが Vertica データベース管理者となり

ます。 dradmin ユーザが作成されない場合、ユーザ Vertica に変更

すると、自動的に管理者ユーザを作成します。 
 

■ DbAdminLinuxUserHome=Vertica Linux データベース管理者ユーザ 

ホーム ディレクトリ 

デフォルト： /export/dradmin 

注： Vertical インストーラがユーザを作成すると、このディレクト

リが作成されます。 ホーム アカウントにつながるディレクトリが

すでにシステムに存在することを確認してください。 たとえば、

/export/dradmin を使用する場合、/export が存在することを確認す

る必要があります。 
 

■ DbDataDir= データ ディレクトリの場所 

デフォルト： /data 

注： 論理ボリューム マネージャ（LVM）をデータ ディレクトリに

使用しないでください。 
 

■ DbCatalogDir= カタログ ディレクトリの場所 

デフォルト： /catalog 

注： 論理ボリューム マネージャ（LVM）をカタログ ディレクトリ

に使用しないでください。 
 

 

■ DbHostNames= Data Repository のホスト名のカンマ区切りリスト 

デフォルト： yourhostname1,yourhostname2,yourhostname3 
 

■ DbName= データベース名 

デフォルト： drdata 
 



Data Repository コンポーネントのインストール 

 

第 4 章： Data Repository コンポーネントのインストール  37  
 

■ DbPwd= データベース パスワード 

デフォルト： dbpass 

注： ここで定義するデータベース パスワードは Data Aggregator の

インストール中に使用されます。 
 

8. （オプション）クラスタ環境で、ある Data Repository ホストから別の

ホストに root ユーザに対してパスワードなしの SSH をセットアップ

します。 

a. コンソールを開き、root ユーザとして Data Repository ホストにログ

インします。 
 

b. 以下のコマンドを入力します。 

ssh-keygen -N "" -t rsa -f ~/.ssh/id_rsa 

cp ~/.ssh/id_rsa.pub ~/.ssh/authorized_keys2 

chmod 644 ~/.ssh/authorized_keys2 
 

c. root ユーザの公開鍵をリモート ホストの許可された鍵リストにコ

ピーするには、以下のコマンドを入力します。 

ssh-copy-id -i root_user@remotehost 
 

remotehost 

SSH ID をコピーしているクラスタ内の別のホストです。 
 

d. パスワードなしの ssh が正しくセットアップされたことを確認す

るには、ローカル ホストからリモート ホストにログインします。 

ssh root_user@remotehost ls 
 

e. ホストのペアごとに手順 1 ～ 4 を繰り返します。 

注： 3 ノードのクラスタでは、前の手順が 6 種類必要となります。 
 

パスワードなしの SSH が正しくセットアップされている場合、パ

スワード入力は要求されません。 また、'ls コマンド' からディレク

トリがリスト表示されます。 
 

9. 検証スクリプトを実行するには、以下のいずれかの手順を実行します。 

■ root ユーザとして検証スクリプトを実行するには、以下のコマン

ドを入力します。 

./dr_validate.sh -p properties_file 
 

以下に例を示します。 

./dr_validate.sh -p drinstall.properties 
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■ sudo ユーザとして検証スクリプトを実行するには、以下のコマン

ドを入力します。 

sudo ./dr_validate.sh –p properties_file 
 

以下に例を示します。 

sudo ./dr_validate.sh –p drinstall.properties 

注： sudo ユーザとして検証スクリプトを実行する場合、Vertica 

データベース管理者パスワードを求められます。 その際、パスワー

ド入力を複数回求められることがあります。 
 

検証スクリプトは、クラスタ内のすべてのホストにわたって root ユー

ザに対するパスワードなしの SSH を確立します。 root アカウントに対

してパスワードのない SSH が 存在しない場合、パスワードを求められ

ます。 パスワード入力を複数回求められることがあります。 

注： 検証スクリプトで再起動が必要になることがあります。 
 

10. 画面上の出力で失敗または警告があるかどうかを確認します。 このス

クリプトは、失敗または警告を修正した後に何回でも実行できます。 

スクリプトは多くの失敗または警告を自動的に修正します。 最終ス

テータスが「PASSED」である場合にのみ続行してください。 最終ステー

タスが「PASSED」でない場合は、CA サポートまでお問い合わせくださ

い。 
 

11. インストール スクリプトを実行するには、以下のいずれかの手順を実

行します。 

■ root ユーザとしてインストール スクリプトを実行するには、以下

のコマンドを入力します。 

./dr_install.sh -p properties_file 
 

■ sudo ユーザとしてインストール スクリプトを実行するには、以下

のコマンドを入力します。 

sudo ./dr_install.sh  –p properties_file 
 

 

インストール スクリプトは、データ リポジトリをインストールし、

データベースを作成してから、不要な Vertica プロセスを無効にします。 

データベース管理者ユーザがすでに存在しない場合、インストール ス

クリプトがそれを作成します。 次に、スクリプトは、新しいパスワー

ドを割り当てるようにユーザに促します。  
 

12. エラーがある場合は調査して解決してください。 
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13. 以下の手順に従って、Data Repository が正しくインストールされたこ

とを確認します。  

a. Data Repository に使用するデータベース サーバにデータベース管

理者ユーザとしてログインするには、以下のコマンドを入力しま

す。  

su - dradmin 
 

b. 以下のコマンドを入力します。  

/opt/vertica/bin/adminTools 
 

c. ［Administration Tools］ダイアログ ボックスが表示されます。  

d. ［（1）View Database Cluster State］を選択し、［OK］を選択する

か、Enter キーを押します。 
 

データベース名が表示され、［State］には「UP」と表示されます。 
 

e. ［OK］を選択して、データベースが稼働していることを確認しま

す。 

f. ［(E) Exit］を選択して Enter キーを押します。 

注： データベースが自動的に起動しない場合は、データベースを手動

で開始するために Start DB を選択します。 データベースが起動されな

い場合、Data Aggregator インストールは失敗です。 
 

 

 
 

 

 

14. （オプション）Data Repository を保護します (P. 41)。 

15. （必須）Data Repository のログ ローテーションを設定します (P. 41)。 

16. （強く推奨）自動バックアップをセットアップ (P. 42)します。 
 

 Data Repository がインストールされると、3 人のユーザが作成されます。 

 

新規ユーザ

の例 

パスワードの例 オペレーティン

グ システムの

ユーザ アカウン

ト 

Vertica データ

ベースのユー

ザ アカウント 

注記 権限 

spread N/A はい いいえ このユーザは、

Vertica が作成

する内部ユー

ザです。 この

ユーザでは何

も行いません。 

このデーモン

専用のユーザ

が Data 

Repository プロ

セスを所有し

ます。 
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新規ユーザ

の例 

パスワードの例 オペレーティン

グ システムの

ユーザ アカウン

ト 

Vertica データ

ベースのユー

ザ アカウント 

注記 権限 

dradmin drpass はい いいえ このユーザは、
Data Repository 

をインストー

ルしたときに

作成した最初

のユーザです。 

dradmin ユーザ

が作成される

とき、

verticadba グ

ループも作成

されます。 

dradmin ユーザ

はこのグルー

プに追加され

ます。 

このユーザは 
Data Repository 

プロセスおよ

び管理ツール 

ユーティリ

ティを実行で

きます。 この

ユーザは Data 

Repository カタ

ログ ファイ

ル、データ 

ファイルなど

を所有します。 

dradmin 

注： この

ユーザは、前

の行に表示

されている

ユーザとは

異なります。 

dbpassword 

注： このデー

タベースに指

定したパス

ワードは、デー

タベース管理

者のパスワー

ドになります。 

いいえ はい このユーザは、

データベース

を作成したと

きに作成され

ました。 

 

注： Vertica には、/opt/vertica/ ディレクトリのファイルシステムへのアク

セスに関するコントロールがより厳しい verticadba グループが含まれて

います。 インストール中に verticadba グループが作成され、既存ユーザが

追加されます。このグループの権限は 775 に設定されます。 この設定によ

り、verticadba グループに完全な権限が許可され、ほかの全ユーザに読み

取り/実行権限が許可されます。 /opt/vertica/log および /opt/vertica/config 

ディレクトリは、許可が変更されたフォルダです。 
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Data Repository の保護（オプション） 

データベースにログインできるユーザを Data Repository 管理アカウント

と root ユーザだけに制限する場合は、データベースをロックします。 

次の手順に従ってください： 

1. /etc/pam.d/sshd ファイルで、"account required pam_nologin.so" エント

リの後に、PAM アクセス モジュールに対して以下のエントリを追加し

ます。 

account required pam_access.so accessfile=/etc/security/sshd.conf 

2. /etc/security/access.conf ファイルから以下の行を削除します。 

-:LOCAL EXCEPT database_admin_user root:ALL 

以下に例を示します。 

-:LOCAL EXCEPT dradmin root:ALL 
 

詳細： 

Data Repository コンポーネントのインストール (P. 34) 
 

 

Data Repository のログ ローテーションの設定（必須） 

使用されている vertica.log ファイルが大きくなりすぎないようにするには、

Data Repository のログ ローテーションを設定します。 ログは日単位でロー

テーションし、21 日間保存するように設定することを推奨します。 

重要：  基本となる Data Repository ログ ファイル（vertica.log）は大幅に増

大する可能性があるため、ログ ローテーションの設定は必須です。 
 

次の手順に従ってください： 

1. データベース管理者ユーザとして Data Repository 用のデータベース 

サーバにログインします。 以下のコマンドを入力します。 

su - dradmin 
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2. 以下のコマンドを入力します。 

/opt/vertica/bin/admintools -t logrotate -d drdata -r daily -k 3 

■ -d はデータベース名を指定します。 

■ -r はログ ローテーションの頻度（毎日、週単位、月単位）を指定

します。 

■ -k はログを保持する週の数を指定します。 

Data Repository のログ ローテーションが日単位で実行されるように設

定されました。またログ ファイルは 3 週間のみ保持されます。 
 

vertica.log のローテーションが正しく設定されていることを確認でき

ます。 ログ ローテーションが発生すると、新しく gzip 圧縮された 

vertica.log ファイルが、以前の日付用の Vertica カタログ ディレクトリ

に作成されます。 これらのログ ファイルの名前は、vertica.log.1.gz、

vertica.log.2.gz のようになり、vertica.log.1.gz が最新のバックアップと

なります。 
 

Data Repository の自動バックアップの設定方法（単一ノードおよびクラスタ へのイ

ンストール） 

Data Repository をバックアップする必要が生じる場合があります。 たとえ

ば、Data Aggregator をアップグレードする前、または cron ジョブによる自

動バックアップを設定する前に Data Repository をバックアップします。 

Data Repository をバックアップすると、予期しない障害の場合にアクセス

可能な Data Repository のコピーが用意できます。 

重要：  初めて Data Repository をバックアップする際は、フル バックアップ

が行われます。 このフル バックアップは、存在する履歴データの量に応

じて、完了までに時間がかかる場合があります。 初期バックアップが実

行されると、その後にスケジュールされるバックアップは増分バックアッ

プになります。 日単位バックアップの場合、増分バックアップには、過

去 24 時間以内（たとえば、最終バックアップ後に経過した時間）に発生

したデータベース アクティビティのみを含める必要があります。 
 

フル バックアップの実行後に増分バックアップを実行するには、フル 

バックアップの実行時に指定したのと同じ snapshotName、および同じ

バックアップ ディレクトリを Vertica バックアップ スクリプトに指定し

ます。 これらの名前を変更すると、フル バックアップが実行されます。 
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Vertica （データベース）は、データを格納するためのデータ ファイルを

作成します。 これらのファイルは、作成後に変更されることがありませ

ん。新しいファイルが作成されると古いファイルが削除されます。 この

方法により、Data Repository のバックアップに、他のコンピュータへの高

速なファイル レプリケーションをサポートする標準的な rsync ユーティ

リティを使用できます。 rsync の詳細については、

http://everythinglinux.org/rsync/ を参照してください。 
 

 

  

Data Repository の自動バックアップを設定するには、以下の手順に従いま

す。 

1. バックアップの考慮事項を確認します (P. 43)。 

2. 以下の手順のいずれかを実行します。  

■ リモート ホストへの Data Repository のバックアップを設定します 

(P. 44)。 

■ 同じホストへの Data Repository のバックアップを設定します (P. 

47)。 

3. Data Repository を設定します (P. 49)。 
 

Data Repository バックアップの考慮事項 

Data Repository をバックアップする前に、以下の情報を考慮します。 

■ Data Repository をバックアップするときは、Data Repository または 

Data Aggregator を停止する必要はありません。 
 

■ バックアップは、データベースのバックアップに使用する設定ファイ

ルの指定した場所に格納されます。 バックアップ ファイルが含まれる

ディレクトリには、そのディレクトリにバックアップされる各ノード

のサブディレクトリがあります。 サブディレクトリには、バックアッ

プ スナップショットの名前が付いたディレクトリが含まれます。 ス

ナップショット名は設定ファイルの snapshotName オプションを使用

して設定されます。 
 

 

 

■ 増分バックアップは毎日実行します。 バックアップ処理には大量のリ

ソースが必要になるため、業務時間外に実行することをお勧めします。 
 

■ Data Repository は、リモート ホストまたは同じホストにバックアップ

できます。 

注： 同じホストにバックアップする場合は、カタログやデータのディ

レクトリによって使用されるパーティションとは異なるパーティショ

ンにバックアップを保存してください。 
 

http://everythinglinux.org/rsync/
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■ フル バックアップは週単位で実行します。 日単位のスナップショット

はフル バックアップに依存します。 任意のスナップショットへのリス

トアは、フル バックアップの整合性に依存します。 フル バックアッ

プに関する以下の情報を考慮します。 

– 週単位のフル バックアップそれぞれについて、.ini ファイルを 1 つ

作成します。 特定のスナップショットへリストアするには、.ini 

ファイルが必要です。 .ini ファイルに一意の名前を付け、この .ini 

ファイルを初めて実行したときに、フル バックアップが実行され

ます。 このため、ディスク容量に注意することが大切です。 ディ

スク容量に余裕がない場合は、保存期間を現在の週に加えて 1 ～ 2 

週間にすることを推奨します。 この解決方法には、毎週、週初め

に最も古い週のバックアップを削除するという追加のメンテナン

ス処理が必要です。 

– /opt/vertica/bin/vbr.py -setupconfig コマンドを実行して新しい .ini 

ファイルを生成するか、現在の .ini ファイルのバージョンをコピー

して、フル バックアップを行います。 既存の .ini ファイルを新し

い .ini ファイルにコピーし、次に、新しい .ini ファイル内の

「snapshotName」の値を変更します。 
 

詳細： 

Data Repository の自動バックアップの設定方法（単一ノードおよびクラス

タ へのインストール） (P. 42) 
 

 

リモート ホストへの Data Repository バックアップの設定（単一ノードおよびクラスタへのインス

トール） 

Data Repository はリモート ホストにバックアップできます。 
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各 Data Repository ノードが、バックアップ用に独自のリモート ホストを持

つことを推奨します。 たとえば、Data Repository ノードを 3 つ持つクラス

タ環境では、Data Repository ホストはそれぞれ専用のバックアップ ホスト

を持つ必要があります。 

重要：  クラスタ環境では、クラスタ ノードごとのバックアップで使用する

各リモート ホストで、以下の手順を実行してください。 クラスタ内の各

ノードをバックアップする必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. コンソールを開き、リモート バックアップ ホストとして使用するコン

ピュータに root ユーザとしてログインします。 
 

2. リモート バックアップ ホストで Vertica Linux データベース管理者

ユーザを作成するには、以下のコマンドを入力します。  

useradd database_admin_user -s /bin/bash 
 

例：  

useradd dradmin -s /bash/bin   

注： Data Repository ホストに存在するリモート バックアップ ホストに、

同じ Vertica Linux データベース管理者ユーザを作成します。 Data 

Repository ホストとリモート バックアップ ホストが、LDAP または 

Network Information Service （NIS）に接続されていないこと、および同

じ Vertica Linux データベース管理者ユーザを共有していることを確認

してください。 
 

3. Vertica Linux データベース管理者ユーザを作成するには、以下のコマン

ドを入力します。 

passwd database_admin_user 
 

例： 

passwd dradmin 
 

4. リモート バックアップ ホストに Vertica ディレクトリを作成するには、

以下のコマンドを入力します。 

mkdir /opt/vertica/bin 

mkdir /opt/vertica/oss 
 

5. Vertica ディレクトリの所有者を変更するには、以下のコマンドを入力

します。 

chown -R dradmin /opt/vertica 
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6. リモート バックアップ ホストからログアウトします。 
 

7. リモート バックアップ ホストの Data Repository ホストにパスワード

なしの ssh を設定するには、以下の手順に従います。 

a. コンソールを開き、Vertica Linux データベース管理者ユーザとして 

Data Repository ホストにログインします。 
 

b. 以下のコマンドを入力します。 

ssh-keygen -N "" -t rsa -f ~/.ssh/id_rsa  

cp ~/.ssh/id_rsa.pub ~/.ssh/authorized_keys2  

chmod 644 ~/.ssh/authorized_keys2 
 

c. リモート バックアップ ホストの認可されたキーのリストに 

Vertica Linux データベース管理者ユーザ公開鍵をコピーするには、

以下のコマンドを入力します。 

ssh-copy-id -i dradmin@backuphost 
 

d. コンソールを開き、Vertica Linux データベース管理者ユーザとして

リモート バックアップ ホストにログインします。 
 

e. Data Repository ホストからリモート バックアップ ホストに Vertica 

rsync および python ツールをコピーするには、以下のコマンドを入

力します。 

scp dradmin@<drhost>:/opt/vertica/bin/rsync /opt/vertica/bin 

scp -r dradmin@<drhost>:/opt/vertica/oss/python /opt/vertica/oss 
 

8. リモート バックアップ ホストに新しい /opt/vertica/bin/rsync ファイル 

ディレクトリと /opt/vertica/oss/python ディレクトリがあることを確

認します。 
 

9. リモート バックアップ ホストにバックアップ ディレクトリを作成す

るには、以下のコマンドを入力します。 

mkdir backup_directory 
 

backup_directory 

Data Repository をバックアップするディレクトリを指定します。 

大量の空きスペースがあるディスク パーティション上のバック

アップ ディレクトリを選択します。 これらのディレクトリにデー

タベース管理者ユーザによる書き込みができない場合は、chown お

よび chmod コマンドを使用して、このユーザにディレクトリへの

アクセス権を付与します。 

注： クラスタ インストールでは、データベースをバックアップす

る前に、バックアップ ディレクトリを作成します。 ホストごとに

異なるバックアップ ディレクトリを選択できます。 
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例： 

mkdir ~dradmin/backups 
 

詳細： 

Data Repository の自動バックアップの設定方法（単一ノードおよびクラス

タ へのインストール） (P. 42) 
 

 

同じホストへの Data Repository バックアップの設定（単一ノードおよびクラスタへのインストー

ル） 

Data Repository は同じホストへバックアップできます。 クラスタ環境では、

クラスタ内の各ノードをバックアップする必要があります。 ホストごと

に異なるバックアップ ディレクトリを選択できます。 

次の手順に従ってください： 

1. データベース管理者ユーザの Linux ユーザ アカウントとして Data 

Repository にログインします。 

注： クラスタ インストールでは、クラスタに含まれている 3 つのホス

トのいずれからでも Data Repository にログインできます。 
 

2. データベース管理者ユーザの Linux ユーザ アカウントに、パスワード

なしの ssh キーが設定されていることを確認してください。 

注： クラスタ インストールでは、クラスタに含まれている各ホストに、

パスワードなしの ssh キーを設定する必要があります。 
 

以下の手順に従います。 

a. パスワードなしの ssh キーが設定されているかどうかを確認する

ため、以下のコマンドを入力します。 

ssh hostname ls 

ホスト名 

Data Repository がインストールされているホストの名前を示し

ます。 

パスワードなしの ssh キーがセットアップされている場合、パス

ワード入力は要求されません。 これ以外の操作は必要ありません。 
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b. パスワードの入力を求められる場合は、プロンプトを無視して Ctrl 

+ C キーを押します。 パスワードなしの ssh キーを持つデータベー

ス管理者ユーザの Linux ユーザ アカウントをセットアップするた

め、以下のコマンドを入力します。 

ssh-keygen -N "" -t rsa -f ~/.ssh/id_rsa 

cp ~/.ssh/id_rsa.pub ~/.ssh/authorized_keys2 

chmod 644 ~/.ssh/authorized_keys2 
 

パスワードを求められないことを確認するには、以下のコマンド

を再入力します。 

ssh hostname ls 

ホスト名 

Data Repository がインストールされているホストの名前を示し

ます。 
 

重要：  パスワードなしの ssh キーを設定しないと、Data Repository を

バックアップできません。 バックアップを同じコンピュータに保存す

る場合でも、パスワードなしの ssh キーをセットアップします。 
 
 

3. バックアップ ディレクトリを作成するため、以下のコマンドを入力し

ます。 

mkdir backup_directory 

backup_directory 

Data Repository をバックアップするディレクトリを指定します。 

大量の空きスペースがあるディスク パーティション上のバック

アップ ディレクトリを選択します。 これらのディレクトリにデー

タベース管理者ユーザによる書き込みができない場合は、chown お

よび chmod コマンドを使用して、このユーザにディレクトリへの

アクセス権を付与します。  

注： クラスタ インストールでは、データベースをバックアップす

る前に、バックアップ ディレクトリを作成します。 ホストごとに

異なるバックアップ ディレクトリを選択できます。 
 

例： 

mkdir ~dradmin/backups 
 

詳細： 

Data Repository の自動バックアップの設定方法（単一ノードおよびクラス

タ へのインストール） (P. 42) 
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Data Repository の設定 

自動バックアップ用の Data Repository を設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. データベース管理者ユーザの Linux ユーザ アカウントとして Data 

Repository にログインします。 

注： クラスタ インストールでは、クラスタに含まれている 3 つのホス

トのいずれからでも Data Repository にログインできます。 ただし、

バックアップを開始する Data Repository ホストにログインすることを

お勧めします。 
 

2. 再利用可能な設定スクリプトを作成して、Data Repository のバック

アップとリストアに使用するには、データベース管理者ユーザの Linux 

ユーザ アカウントで以下のコマンドを入力します。 

/opt/vertica/bin/vbr.py --setupconfig 

注： 設定ファイルのターゲット ディレクトリで、このコマンドを起動

することをお勧めします。 データベース管理者ユーザの Linux ユーザ 

アカウントは、そのディレクトリへの書き込み権限を有する必要があ

ります。 
 

さまざまな質問およびステートメントに対して答えるように促されま

す。 質問とステートメントのリストおよびそれらへの典型的な応答の

説明を以下に示します。 

■ Snapshot name： バックアップ スナップショット名 

■ Back up vertica configurations? [y/n]： y 
 

■ Number of restore points (1)： 7 

注： リストア ポイントを 7 に指定すると、Data Repository を最新の

バックアップ、または過去 7 つの増分バックアップのいずれかに

リストアできます。 リストア ポイントを 1 に設定した場合、Data 

Repository は最新のバックアップ、または直前の増分バックアップ

にのみリストアできます。 リストア ポイントの上限に到達すると、

最も古いバックアップが削除されます。 リストア ポイントの数以

上を保存するには、リストア ポイントを増やすか、設定ファイル

内のスナップショット名を変更してください。 ただし、スナップ

ショット名を変更すると一連の新たなフル バックアップが開始さ

れ、バックアップに必要なディスク領域が倍になります。 
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■ Specify objects (no default)： 値を指定せずに Enter キーを押して、す

べてのオブジェクトがバックアップされるようにします。 

■ Vertica user name (dradmin)： Enter キーを押してデフォルトを受け

入れます。 
 

■ Save password to avoid runtime prompt ? (n) [y/n]： y 

■ Password to save in vbr config file (no default)： 入力を求められた場

合、パスワードを入力します。 

注： このパスワードは、Vertica 内のデータベース管理者アカウント

のデータベース パスワードと一致する必要があります。 
 

■ Backup host name (no default)： バックアップ用のホスト名 
 

注： クラスタをバックアップしている場合、クラスタ内の各ノード

に一致するホスト名の入力を求められます。 クラスタ内の各ノー

ドをバックアップする必要があります。 
 

■ Backup directory (no default)： Data Repository のバックアップ先の

ディレクトリ パス 

注： クラスタをバックアップしている場合、クラスタ内の各ノード

のバックアップ ディレクトリの入力を求められます。 クラスタ内

の各ノードをバックアップする必要があります。 
 

■ Config file name (snapshot name.ini)： Enter キーを押してデフォルト

を受け入れます。 

.ini ファイルを作成しているディレクトリに対する書き込み権限

があることを必ず確認してください。 .ini ファイルへのフル パスを

入力しない場合、/opt/vertica/bin/vbr.py（setupconfig コマンド）を

実行したディレクトリにファイルが保存されます。 

重要： 生成される設定ファイルにはクリア テキスト パスワードが

含まれます。 
 

■ Change advanced settings? (n) [y/n]： n 

メッセージが表示され、vbr 設定が「スナップショット名.ini」とい

う名前の設定ファイルに保存されたことを示します。 
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3. Data Repository をバックアップします。 以下のコマンドを入力します。 

/opt/vertica/bin/vbr.py --task backup --config-file 

configuration_directory_path_filename 

configuration_directory_path_filename 

以前に作成した設定ファイルのディレクトリ パスおよびファイル

名を指定します。 このファイルは、バックアップ ユーティリティ

を実行した場所（/opt/vertica/bin/vbr.py）にあります。 
 

例： 

/opt/vertica/bin/vbr.py --task backup --config-file 

/home/vertica/vert-db-production.ini 
 

ホストの信ぴょう性に関するプロンプトが表示された場合は、「はい」

と回答します。 

注： クラスタ インストールでは、クラスタに含まれているホストのい

ずれかにのみ、この手順を実行します。 
 

Data Repository がバックアップされます。 
 

4. （オプション）将来の手動バックアップに備えて Data Repository のパ

スワードをクリア テキストで保持しない場合は、以下の手順に従いま

す。 

a. [Database] セクションに以下の行が存在することを確認します。 

dbPromptForPassword = True 
 

b. [Database] セクションから以下の行を削除します。 

dbPassword = password 

注： 自動バックアップでは、対応するパスワードが指定された 

dbPassword 行を設定ファイルに残しておく必要があります。 

dbPromptForPassword を False に設定します。 
 

5. Data Repository の日単位の自動バックアップ（推奨します）をセット

アップするには、以下の手順に従います。 

a. 任意のテキスト エディタを開いて、新しいラッパー シェル スクリ

プトを作成します。 
 



Data Repository コンポーネントのインストール 
 

52  インストール ガイド - インストール ウィザード 
 

b. ラッパー シェル スクリプトのコンテンツには、以下の 1 行を含め

る必要があります。 

/opt/vertica/bin/vbr.py --task backup --config-file 

configuration_directory_path_filename 

configuration_directory_path_filename 

以前に作成した設定ファイルのディレクトリ パスおよびファ

イル名を指定します。 このファイルは、バックアップ ユーティ

リティを実行した場所（/opt/vertica/bin/vbr.py）にあります。 
 

  例： 

   /opt/vertica/bin/vbr.py --task backup --config-file 

/home/vertica/vert-db-production.ini 
 

 
 

c. コンテンツを backup_script.sh という名前の新しいファイルとして、

指定した場所に保存します。 

例： 

/home/vertica/backup_script.sh 
 

d. 以下のコマンドを入力して、スクリプトを実行するための権限を

変更します。 

chmod 777 location_backup_script.sh/backup_script.sh 

例： 

chmod 777 /home/vertica/backup_script.sh 
 

e. データベース管理者ユーザの Linux ユーザ アカウントで、以下のコ

マンドを入力します。 

crontab -e 
 

f. 作成したバックアップ スクリプトを実行する cron ジョブを追加

します。 

注： 毎日の混雑していない時間にスクリプトを実行する cron ジョ

ブを作成することをお勧めします。 
 

例： 

00 02 * * *   /home/vertica/backup_script.sh >/tmp/backup.log  2>&1 
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この例の cron ジョブは、毎日の午前 02:00 にバックアップ スクリ

プトを実行します。 

重要：  初めて Data Repository をバックアップする際は、フル バッ

クアップが行われます。 このフル バックアップは、存在する履歴

データの量に応じて、完了までに時間がかかる場合があります。 初

期バックアップが実行されると、その後にスケジュールされる

バックアップは増分バックアップになります。 日単位バックアッ

プの場合、増分バックアップには、過去 24 時間以内（たとえば、

最終バックアップ後に経過した時間）に発生したデータベース ア

クティビティのみを含める必要があります。 
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第 5 章： Data Aggregator コンポーネントのイ

ンストール 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Data Aggregator インストールの準備方法 (P. 55) 

インストール ウィザードを使用した Data Aggregator のインストール (P. 
60) 

 

Data Aggregator インストールの準備方法 

Data Aggregator をインストールする前に、以下の前提条件を満たしている

必要があります。 

1. Data Repository がセットアップされ、実行されていることを確認しま

す。 
 

2. Data Aggregator システムでポート番号 8581 および 61616 の両方を開

きます。 このポートにはリモート アクセスが必要です。 

注： Data Aggregator のインストール後、ポート番号 61616 を別のポー

トに変更できます。 
 

3. Data Aggregator をインストールするコンピュータで SELinux （Security 

Enhanced Linux）が無効であることを確認します。 デフォルトでは、一

部の Linux ディストリビューションでこの機能が有効になっています。

その場合、Data Aggregator が正しく動作しません。 SELinux を無効にす

るか、または SELinux 制限から Data Aggregator プロセスを除外するポ

リシーを作成します。 

注： SELinux セキュリティ ポリシーの設定の詳細については、Red Hat 

のドキュメントを参照してください。 
 

4. インストールするディレクトリに対する書き込み権限を Data 

Aggregator ユーザが保持していることを確認します。 
 

5. Data Aggregator をインストールしているユーザの ulimit 値が 65536 以

上であることを確認します。 (P. 56) 

6. （オプション） sudo ユーザ アカウントを設定します (P. 58)。 

7. UTF-8 サポートを設定します (P. 58)。 
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8. インストールの考慮事項を確認します (P. 60)。 
 

Data Aggregator 上のオープン ファイル数の上限を確認 

Data Aggregator をインストールしているユーザのオープン ファイル数が 

65536 以上の値であることを確認します。 この値を永続的に設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. root ユーザまたは sudo ユーザとして、Data Aggregator をインストール

するコンピュータにログインします。 コマンド プロンプトを開いて次

のコマンドを入力し、ulimit のオープン ファイルの上限を少なくとも 

65536 に変更します。 

ulimit -n ulimit_number 

例： 

ulimit -n 65536 
 

2. Data Aggregator をインストールするコンピュータ上で 

/etc/security/limits.conf ファイルを開き、以下の行を追加します。 

# Added by Data Aggregator 

* soft nofile 65536 

# Added by Data Aggregator 

* hard nofile 65536 

注： これらの変更を有効にするには、Data Aggregator を再起動します。 

アップグレード中である場合、アップグレード処理により自動的に 

Data Aggregator が再起動されます。 
 

3. Data Aggregator をインストールするコンピュータ上で、オープン ファ

イルの数が適切に設定されていることを確認するには、以下のコマン

ドを入力します。 

ulimit -n 

このコマンドは、以前に指定した ulimit 値を返します。 Data Aggregator 

上のオープン ファイル数の上限が設定されました。 
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Data Collector 上のオープン ファイル数の上限を設定 

Data Collector をインストールするユーザのオープン ファイル数が 65536 

以上の値であることを確認します。 この値を永続的に設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. root ユーザまたは sudo ユーザとして、Data Collector をインストールす

るコンピュータにログインします。 コマンド プロンプトを開いて次の

コマンドを入力し、ulimit のオープン ファイルの上限を少なくとも 

65536 に変更します。 

ulimit -n ulimit_number 

以下に例を示します。 

ulimit -n 65536 
 

2. Data Collector をインストールするコンピュータ上で 

/etc/security/limits.conf ファイルを開き、以下の行を追加します。 

# Added by Data Collector 

* soft nofile 65536 

# Added by Data Collector 

* hard nofile 65536 

注： これらの変更を有効にするには、Data Collector を再起動します。 

アップグレードである場合、アップグレード処理により自動的に Data 

Collector が再起動されます。 

3. Data Collector をインストールするコンピュータ上で、オープン ファイ

ルの数が適切に設定されていることを確認するには、以下のコマンド

を入力します。 

ulimit -n 

このコマンドは、以前に指定した ulimit 値を返します。 
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Data Aggregator の sudo ユーザ アカウントの設定（オプション） 

Data Aggregator をインストールする前に、root ユーザとしてログインしま

す。 ただし、環境によっては、root ユーザのアクセスが制限される場合が

あります。 root ユーザ アクセスを利用できない場合は、制限されたコマ

ンド セットにアクセスできる sudo ユーザを使用して、ソフトウェアをイ

ンストールおよび実行できます。 

次の手順に従ってください： 

1. Data Aggregator をインストールするコンピュータに root ユーザとして

ログインします。 
 

 

 

2. /etc/sudoers ファイルのコマンド エイリアス セクションに以下のコマ

ンド エイリアスを追加します。 

Cmnd_Alias CA_DATAAGG = /tmp/installDA.bin, /etc/init.d/dadaemon, 

/opt/IMDataAggregator/uninstall 

 

## Allows the Data Aggregator user to manage the Data Aggregator 

 

dasudouser_name ALL = CA_DATAAGG 
 

このコマンド エイリアスには、sudo ユーザが実行できる必要があるコ

マンドが記述されています。 

sudo ユーザ アカウントが設定されます。 
 

UTF-8 サポートの設定 

UTF-8 エンコーディングをサポートするために、コンポーネントをインス

トールするコンピュータを設定します。 UTF-8 エンコードが有効でない場

合、文字がインストール中に正しく表示されない場合があります。 

ローカライズされた展開をサポートするには、適切な言語パックも必要で

す。 

注： 選択したコンポーネントのインストールで使用される一部のスクリ

プトはローカライズされておらず、実行画面は英語で表示されます。 詳

細については、ローカライズ ステータス Readme ファイルを参照してくだ

さい。 
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次の手順に従ってください： 

1. 以下の手順のいずれかを実行します。  

a. Korn または bash シェルから以下のコマンドを入力します。 

export LANG=LANG_value ; export LC_ALL=$LANG 

LANG_value 

製品のサポートに使用する言語の値を示します。 以下の変数が

サポートされています。 

英語： en_US.utf8 

フランス語： fr_FR.utf8 

日本語： ja_JP.utf8 

中国語（簡体字）： zh_CN.utf8 

中国語（繁体字）：zh_TW.utf8 
 

以下に例を示します。 

export LANG=zh_TW.utf8 ; export LC_ALL=$LANG 
 

b. Bourne シェルから以下のコマンドを入力します。 

LANG=LANG_value ; export LANG 

LC_ALL=LANG_value ; export LC_ALL 
 

以下に例を示します。 

LANG=zh_CN ; export LANG 

LC_ALL=zh_CN ; export LC_ALL 
 

言語変数が設定されました。 
 

詳細情報： 

Data Aggregator インストールの準備方法 (P. 55) 
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Data Aggregator に関する注意事項 

Data Aggregator をインストールする前に、以下の情報について検討してく

ださい。 

■ Data Aggregator が一度に通信できる Data Repository は 1 つのみです。 

■ マルチテナント展開では、Data Aggregator をテナント間で共有できま
す。 各テナントの情報は保護されており、ほかのテナントはこの情報

を表示できません。 
 

インストール ウィザードを使用した Data Aggregator のインス

トール 

Data Aggregator は、前提条件（新しいインストール）を満たすとインストー

ルできます。 Data Aggregator は、インストール ウィザード（GUI モード）

を使用してインストールできます。 

注： インストール ウィザードは、SCIM 入力メソッドが実行中のシステム

ではサポートされません。SCIM は、日本語または中国語がインストール

されている Linux システムにデフォルトでインストールされています。 回

避策の詳細については、「Data Aggregator リリース ノート」を参照して

ください。 
 

次の手順に従ってください： 

1. Data Aggregator をインストールするコンピュータに、root ユーザまた

は sudo ユーザとしてログインします。 
 

2. /tmp フォルダに installDA.bin ファイルをコピーします。 
 

3. 以下のコマンドを入力して、インストール ファイルの権限を変更しま

す。 

chmod a+x installDA.bin 
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4. インストールするには、以下の手順のいずれかを実行します。 

■ root ユーザとしてインストールを実行するには、以下のコマンド

を入力します。 

./installDA.bin 

■ sudo ユーザとしてインストールを実行するには、以下のコマンド

を入力します。 

sudo ./installDA.bin 
 

使用許諾契約が表示されます。 
 

5. 使用許諾契約を読み、使用許諾契約に同意して、［次へ］をクリック

します。 
 

 

6. インストーラから入力を促されたら、ユーザを入力します。 このユー

ザは、インストールの所有者となると同時に Data Aggregator を実行す

るユーザになります。 
 

7. 画面の指示に従って、インストール ディレクトリを入力します。 
 

8. インストーラにより、Data Aggregator プロセスおよび ActiveMQ ブロー

カに対するメモリ使用量割り当ての最大値が自動的に計算されます。 

これらの値は、インストール中またはインストール後に変更できます。 
 

9. プロンプトが表示されたら、Data Repository のパラメータを入力しま

す。 

Data Repository サーバ ホスト名/IP 

Data Repository サーバのホストの名前または IP アドレスを定義し

ます。 

注： クラスタに Data Repository をインストールした場合は、クラス

タに含まれている 3 つのホストのいずれかの IP アドレスまたは名

前を指定します。 インストーラによって、残りのノードの名前お

よび IP アドレスが自動的に確定されます。 ハードウェアのロード 

バランサを使用している場合は、ロード バランサの IP アドレスま

たは名前を指定して、接続フェールオーバの処理およびデータ

ベース アクティビティの配分が適切に行われるようにします。 
 

Data Repository サーバ ポート 

Data Repository サーバのポート番号を定義します。 

デフォルト： 5433 
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データベース名 

Data Repository のデータベース名を定義します。 
 

Data Repository ユーザ名 

データベースに接続するために Data Aggregator が使用するユーザ

名を指定します。 Data Aggregator を初めてインストールする場合、

ユーザ名および任意のパスワード（パスワードがユーザ名と同じ

でなければ）を指定できます。 このユーザ名とパスワードの組み

合わせは、インストール時にデータベースに追加されます。  

例： dauser 
 

Data Repository ユーザ パスワード 

Data Repository ユーザ名用のパスワードを指定します。 

例： dapass 
 

Data Repository 管理者ユーザ名 

Data Repository をインストールするために使用した Linux ユーザ 

アカウントを指定します。 このユーザ名は管理用に必要となりま

す。たとえば、Data Repository をバックアップおよびリストアする

場合、または同期されていないデータベース スキーマを更新する

場合に使用します。 使用されたパスワードの例は dradmin でした。 
 

Data Repository 管理者パスワード 

Data Repository 管理者のユーザ名のパスワードを定義します。 

注： このデータベース ユーザ アカウントのパスワードは、Data 

Repository のインストール後、データベースを作成したときに指定

しました。 使用されたパスワードの例は dbpassword でした。 
 

10. スキーマを再作成するかどうかメッセージが表示された場合は、デ

フォルト オプションを使用します。 このメッセージが表示されるのは、

Data Repository が以前の Data Aggregator インストールによって使用さ

れていた場合のみです。 
 

以下の表に、作成した Data Repository ユーザを示します。 

 

新規ユーザの例 パスワードの例 オペレーティング システ

ムのユーザ アカウント 

Vertica データベースの

ユーザ アカウント 

dauser dapass いいえ はい 
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新規ユーザの例 パスワードの例 オペレーティング システ

ムのユーザ アカウント 

Vertica データベースの

ユーザ アカウント 

dradmin （このユーザ

は Data Repository のイ

ンストール中に作成さ

れました） 

dbpassword 

注： このデータベース

に指定したパスワード

は、データベース管理

者のパスワードになり

ます。 

いいえ はい 

以下のような結果になる場合があります。 

■ 入力された情報が誤っているか、Data Repository にアクセスできな

い場合、誤った情報を修正するか、または終了するかを求めるメッ

セージが表示されます。 

■ データベース スキーマが存在しない場合、インストーラによって

スキーマが自動的に作成され、インストールは続行されます。 
 

■ データベース スキーマが同期されていない場合、インストーラは

インストールをキャンセルするか、スキーマを再作成します。 イ

ンストールは、前に選択したオプションに基づいて続行されます。 
 

■ データベース スキーマが、以前の Data Aggregator のインストール

から修正されている場合、現在のインストールは続行されます。 

11. プロンプトが表示されたら、Data Aggregator の HTTP ポート番号を入力

します。 この番号は、Data Aggregator REST Web サービスを使用した 

Data Aggregator へのアクセス、および Data Collector のインストーラの

ダウンロードを行うためのポート番号です。  

デフォルト： 8581 
 

12. プロンプトが表示されたら、デバッグの目的で Data Aggregator Apache 

Karaf シェルにログインするための SSH ポートを入力します。  

デフォルト： 8501 
 

13. ［Next］をクリックします。 

Data Aggregator がインストールされます。 
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Data Aggregator のインストール時にレスポンス ファイルを生成する

ことを選択した場合、レスポンス ファイル（installer.properties）が作

成されます。 レスポンス ファイルは、インストーラを実行したディレ

クトリと同じディレクトリに配置されます。 必要に応じて、レスポン

ス ファイルを変更します。 レスポンス ファイルを使用すると、Data 

Aggregator をほかのコンピュータにサイレント モードでインストール

できます。 
 

 

14. インストールが成功したことを確認するには、

CA_Infrastructure_Management_Data_Aggregator_Install_タイムスタン
プ.log という名前のファイルの情報を確認します。 このログ ファイル

は、Data Aggregator をインストールしたディレクトリ（たとえば、

/opt/IMDataAggregator/Logs）にあります。 
 

15. （新規インストール） Data Aggregator を CA Performance Center のデー

タ ソースとして登録します。 

注： データ ソースの登録の詳細については、「CA Performance Center 

管理者ガイド」を参照してください。 
 

16. Data Aggregator が CA Performance Center と自動的に同期されるまで数

分かかります。 あるいは、自動同期が行われるまで待機できない場合

は、CA Performance Center と Data Aggregator を手動で同期できます。 

注： インストールが完了すると、インストーラにより Data Aggregator 

が自動的に再起動されます。 
 

17. Data Aggregator が稼働中であることを確認してください。 http://ホス
ト名:ポート/rest にアクセスしてください。ホスト名:ポートには Data 

Aggregator のホスト名とポート番号を指定します。 このページが正常

に表示される場合、Data Aggregator は稼働中です。 データの量に応じ

て、Data Aggregator の実行を開始するまで数分かかる場合があります。 

注： Data Aggregator コンポーネント上の Karaf ログには、インストール

のアップグレード後に以下のエラーが含まれます。 

ERROR | tenderThread-178 | 2013-01-24 13:36:40,431 | 

ndorCertificationPriorityManager | nager.core.cert-mgr.impl | 

      | Failed to load the MetricFamilyVendorPriority for bundle: BundleURLEntry 

[bundle=198, 

resourceURL=file:/opt/IMDataAggregator/apache-karaf-2.3.0/data/cache/resource

s/198--xml-vendorpriorities-ReachabilityVendorPriorities.xml 
 

18. この到達可能性に関するエラーは予想されたものであり、問題ではあ

りません。 これ以外に発生するエラーは、予想されたものではありま

せん。 
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詳細： 

CA Performance Management Data Aggregator のインストール方法 - インス

トール ウィザード (P. 23) 
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第 6 章： Data Collector コンポーネントのイン

ストール 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Data Collector インストールの準備方法 (P. 67) 

インストール ウィザードを使用した Data Collector のインストール (P. 72) 
 

Data Collector インストールの準備方法 

Data Collector をインストールする前に、以下の前提条件を満たしている必

要があります。 

1. ポート番号 61616 が Data Aggregator システムで開いていることを確

認します。 このポートは Data Collector と Data Aggregator の通信に使用

されます。 
 

2. Data Collector をインストールするコンピュータで SELinux （Security 

Enhanced Linux）が無効であることを確認します。 デフォルトでは、一

部の Linux ディストリビューションでこの機能が有効になっています。

その場合、Data Collector が正しく動作しません。 SELinux を無効にする

か、または SELinux 制限から Data Collector プロセスを除外するポリ

シーを作成します。 

注： SELinux セキュリティ ポリシーの設定の詳細については、Red Hat 

のドキュメントを参照してください。 
 

3. （オプション） sudo ユーザ アカウントを設定します (P. 68)。 
 

4. 必要なテナントおよび対応する IP ドメインが CA Performance Center 

にプロビジョニングされていることを確認します。 単一の IP ドメイン

を複数の Data Collector に関連付けることはできますが、各 Data 

Collector には IP ドメインを 1 つしか割り当てることはできません。  

注： マルチテナンシーを展開していない場合は、デフォルト テナント

とデフォルト ドメインを使用します。 テナントおよび IP ドメインの

作成の詳細については、「CA Performance Center 管理者ガイド」を参

照してください。 
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5. UFT-8 サポートを設定します。 

6. 各ホストに一意のホスト名を設定します (P. 70)。 
 

7. インストールの考慮事項を確認します (P. 71)。 
 

Data Collector の sudo ユーザ アカウントの設定（オプション） 

Data Collector をインストールする前に、root ユーザとしてログインします。 

ただし、環境によっては、root ユーザのアクセスが制限される場合があり

ます。 root ユーザとしてログインできない場合は、制限されたコマンド 

セットにアクセスできる sudo ユーザにより、ソフトウェアをインストー

ルして実行できます。 

次の手順に従ってください： 

1. Data Collector をインストールするコンピュータに root ユーザとして

ログインします。 
 

2. /etc/sudoers ファイルのコマンド エイリアス セクションに以下のコマ

ンド エイリアスを追加します。 

Cmnd_Alias CA_DATACOLL = /tmp/install.bin, /etc/init.d/dcmd, 

/opt/IMDataCollector/Uninstall/Uninstall 

 

## Allows the Data Collector user to manage the Data Collector 

 

sudouser_name ALL = CA_DATACOLL 
 

このコマンド エイリアスには、sudo ユーザが実行できる必要があるコ

マンドが記述されています。 

sudo ユーザ アカウントが設定されます。 
 

詳細： 

Data Collector インストールの準備方法 (P. 67) 
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UTF-8 サポートの設定 

UTF-8 エンコーディングをサポートするために、コンポーネントをインス

トールするコンピュータを設定します。 UTF-8 エンコードが有効でない場

合、文字がインストール中に正しく表示されない場合があります。 

ローカライズされた展開をサポートするには、適切な言語パックも必要で

す。 

注： 選択したコンポーネントのインストールで使用される一部のスクリ

プトはローカライズされておらず、実行画面は英語で表示されます。 詳

細については、ローカライズ ステータス Readme ファイルを参照してくだ

さい。 
 

次の手順に従ってください： 

1. 以下の手順のいずれかを実行します。  

a. Korn または bash シェルから以下のコマンドを入力します。 

export LANG=LANG_value ; export LC_ALL=$LANG 

LANG_value 

製品のサポートに使用する言語の値を示します。 以下の変数が

サポートされています。 

英語： en_US.utf8 

フランス語： fr_FR.utf8 

日本語： ja_JP.utf8 

中国語（簡体字）： zh_CN.utf8 

中国語（繁体字）：zh_TW.utf8 
 

以下に例を示します。 

export LANG=zh_TW.utf8 ; export LC_ALL=$LANG 
 

b. Bourne シェルから以下のコマンドを入力します。 

LANG=LANG_value ; export LANG 

LC_ALL=LANG_value ; export LC_ALL 
 

以下に例を示します。 

LANG=zh_CN ; export LANG 

LC_ALL=zh_CN ; export LC_ALL 
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言語変数が設定されました。 
 

詳細情報： 

Data Aggregator インストールの準備方法 (P. 55) 
 

 

Data Collector のホストへの一意のホスト名の設定 

Data Collector をインストールするコンピュータに、一意のホスト名を設定

します。 

次の手順に従ってください： 

1. root ユーザとして、Data Collector をインストールするコンピュータに

ログインし、コンピュータで一意のホスト名を確認します。 
 

コンピュータのホスト名は、ループバック アドレス 127.0.0.1 ではなく 

IP アドレスに関連付ける必要があります。  

2. コンピュータ上の /etc/hosts ファイルに以下の行があることを確認し

ます。 

Do not remove the following line, or various programs 

# that require network functionality will fail. 

127.0.0.1 localhost.localdomain localhost 

::1 localhost6.localdomain6 localhost6 

IP address of your host YourHostName YourHostName.ca.com 
 

3. ホスト名の変更が必要な場合は、その変更を行った後で以下のコマン

ドを入力します。 

service network restart 

/etc/hosts ファイルが正しく設定されました。 
 

一意のホスト名が設定されます。 
 

詳細： 

Data Collector インストールの準備方法 (P. 67) 
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Data Collector に関する注意事項 

Data Collector をインストールする前に、以下の情報について検討してくだ

さい。 

■ Data Aggregator をインストールしたサーバとは別のコンピュータに 

Data Collector をインストールします。 

■ 複数の Data Collector をインストールできます。 ただし、各 Data 

Collector は個別のコンピュータにインストールする必要があります。 
 

■ Data Collector は 1 つの Data Aggregator のみをサポートできます。  

■ マルチテナント展開では、Data Collector はテナント間で共有されませ

ん。 ただし、テナントは複数の Data Collector を持つことができます。 
 

■ 管理対象サービス プロバイダが複数テナントのデバイスを監視して

いるマルチテナント環境では、以下の手順を実行できます。 

– MSP サイトで Data Collector をインストールする。 

注： このセットアップでは、Data Collector がテナントのファイア

ウォールを通過してアクセスし、管理対象となるデバイスをポー

リングする必要があります。 

– 各テナントのサイトに Data Collector をインストールする。 
 

■ Data Aggregator が IPv6 専用の場合、Data Collector は IPv6 プロトコルを

サポートする必要があります。 

Data Collector で IPv6 がサポートされていることを確認するには、以下

の手順に従います。 

– Data Aggregator ホストで、以下のコマンドを入力して、コンピュー

タの IPv6 アドレスを検索します。 

> ifconfig 

– Data Collector ホストで、以下のコマンドを入力して、Data Collector 

が IPv6 アドレスを使用して Data Aggregator に接続できることを確

認します。 

> ping6 ipv6_address_of_Data Aggregator 
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インストール ウィザードを使用した Data Collector のインストー

ル 

Data Collector は、前提条件（新しいインストール）を満たすとインストー

ルできます。 Data Collector は、インストール ウィザードを使用してイン

ストールできます。 Data Collector は Data Aggregator をインストールして

からインストールします。 
 

複数の Data Collector をインストールしている場合は、各 Data Collector イ

ンスタンスを個別のコンピュータにインストールする必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. Data Collector をインストールするコンピュータに、root ユーザまたは 

sudo ユーザとしてログインします。 
 

2. 以下のいずれかの操作を実行して、Data Collector のインストール パッ

ケージにアクセスします。 

■ Data Aggregator がインストールされているコンピュータに HTTP 

でアクセスできる場合は、Data Collector をインストールするコン

ピュータ上で Web ブラウザを開きます。 以下のアドレスに移動し、

インストール パッケージをダウンロードします。 

http://data_aggregator:port/dcm/install.htm 

data_aggregator:port 

Data Aggregator のホスト名および必要なポート番号を指定し

ます。 

デフォルト： 8581 （Data Aggregator のインストール時に非デ

フォルト値を指定しなかった場合）。 

/tmp ディレクトリにインストール パッケージを保存します。 
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■ Data Aggregator がインストールされているコンピュータに HTTP 

でアクセスできない場合、HTTP でアクセスできるコンピュータ上

でコマンド プロンプトを開きます。 以下のコマンドを入力して、

インストール パッケージを Desktop ディレクトリにダウンロード

します。 

wget -P /Desktop -nv 

http://data_aggregator:port/dcm/InstData/Linux/VM/install.bin 

data_aggregator:port 

Data Aggregator のホスト名および必要なポート番号を指定し

ます。 

デフォルト： 8581 （Data Aggregator のインストール時に非デ

フォルト値を指定しなかった場合）。 
 

Data Collector をインストールするコンピュータの /tmp ディレク

トリに install.bin ファイルを転送します。 

注： Data Aggregator がインストールされているコンピュータに HTTP 

でアクセスできる場合に、Data Collector インストール パッケージを非

対話モードでダウンロードするには、wget コマンドを使用します。 
 

3. 以下のコマンドを入力して、/tmp ディレクトリに移動します。 

cd /tmp 
     

 

4. 以下のコマンドを入力して、インストール ファイルの権限を変更しま

す。 

chmod a+x install.bin 
 

5. 以下のいずれかの操作を実行します。 

■ root ユーザとしてインストールを実行するには、以下のコマンド

を入力します。 

./install.bin 
 

sudo ユーザとしてインストールを実行するには、以下のコマンド

を入力します。 

sudo ./install.bin 
 

■ root ユーザとしてインストーラを実行し、同時にレスポンス ファ

イルを生成するには、以下のコマンドを入力します。 

./install.bin -r 
 



インストール ウィザードを使用した Data Collector のインストール 
 

74  インストール ガイド - インストール ウィザード 
 

sudo ユーザとしてインストーラを実行し、同時にレスポンス ファ

イルを生成するには、以下のコマンドを入力します。 

sudo ./install.bin -r 
 

6. 使用する言語を選択して［OK］をクリックします。 

使用許諾契約が表示されます。 
 

7. 使用許諾契約を読み、使用許諾契約に同意して、［次へ］をクリック

します。 

8. インストーラから入力を促されたら、ユーザを入力します。 このユー

ザは、インストールの所有者となると同時に Data Collector を実行する

ユーザになります。 デフォルト ユーザは root ユーザです。 Enter キー

を押して、root ユーザを選択します。 
 

9. 画面の指示に従って、インストール ディレクトリを入力します。 
 

 

10. インストーラにより、サーバ メモリの 80 % を基準に、Data Collector プ

ロセスに対するメモリ使用量割り当ての最大値が自動的に計算されま

す。 これらの値は、インストール中またはインストール後に変更でき

ます。 
 

Data Aggregator ホスト情報の入力を求められます。  

11. Data Aggregator が Data Collector と連携できるようにするには、IP アド

レスまたはホスト名のいずれかを入力します。 

重要：  Data Aggregator のホスト情報は正しく指定してください。 Data 

Aggregator ホスト情報の指定が不正確だった場合、Data Collector はイ

ンストールの後にシャット ダウンします。 エラー メッセージは、Data 

Collector インストール ディレクトリ>/apache-karaf-2.3.0/shutdown.log 

ファイルに記録されます。 Data Collector をアンインストールしてから

再インストールします。 
 
 

12. この Data Collector をデフォルト テナントと関連付けるかどうかを確

認するメッセージが表示されたら、「y」または「n」のいずれかを入

力します。 
 

マルチテナント展開を計画しているサービス プロバイダの場合は「n」

を入力します。 後から、それぞれの Data Collector インストールをテナ

ントに関連付けることができます。 マルチテナント展開を行わない場

合は「y」を入力します。 マルチテナント展開の詳細については、CA 

Performance Center オンライン ヘルプを参照してください。 
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Data Collector がインストールされ開始されます。また、Data Aggregator 

に接続します。 

注： Data Collector がインストールされているコンピュータを再起動す

ると、Data Collector が自動的に再起動されて Data Aggregator に接続さ

れます。 
 

Data Collector のインストール時にレスポンス ファイルを生成するこ

とを選択した場合、レスポンス ファイル（installer.properties）が作成

されます。 レスポンス ファイルは、インストーラを実行したディレク

トリと同じディレクトリに配置されます。 レスポンス ファイルの名前

は変更できます。 必要に応じて、レスポンス ファイルを変更します。 

レスポンス ファイルを使用すると、Data Collector をほかのコンピュー

タにサイレント モードでインストールできます。 
 

13. Data Collector をインストールしたコンピュータで、
/opt/IMDataCollector/Logs/CA_Infrastructure_Management_Data_Collecto

r_タイムスタンプ.log ファイルを確認します。 
 

インストールに成功した場合、ログに 0 Warnings、0 NonFatalErrors、

および 0 FatalErrors と表示されます。 
 

14. 以下の手順に従い、インストール後に Data Collector の接続が成功して

いることを確認します。 

a. グローバル管理者、またはこの Data Collector に関連付けられたテ

ナントのテナント管理者として、CA Performance Center にログイン

します。 

b. Data Aggregator の管理ビューに移動し、［システム ステータス］

ビューを展開します。 
 

c. メニューから［Data Collector］を選択します。 

d. Data Collector がリストに表示されることを確認します。 この Data 

Collector をデフォルト テナントに関連付けるべきかどうか確認さ

れた場合に 'n' を選択していたら、そのテナントと IP ドメインは空

白になります。 

注： リストがリフレッシュされ、新しくインストールした Data 

Collector が表示されるまで数分かかる場合があります。 
 

15. （新規インストール） テナントと IP ドメインが空白の場合は、それぞ

れの Data Collector にテナントと IP ドメインを割り当てます。 

a. Data Collector インスタンスを選択して、［割り当て］をクリック

します。 
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b. ［Data Collector の割り当て］ダイアログ ボックスで、この Data 

Collector のテナントおよび IP ドメインを選択し、［保存］をクリッ

クします。 

Data Collector がインストールされます。 
 

詳細： 

CA Performance Management Data Aggregator のインストール方法 - インス

トール ウィザード (P. 23) 
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第 7 章： CA Performance Center のインストー

ル 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

インストールに関する注意事項 (P. 77) 

インストール ウィザードによる Linux への CA Performance Center インス

トール (P. 86) 
 

インストールに関する注意事項 

CA Protection Suite をインストールする前に、以下の点を考慮します。 

■ サーバの前提条件は、リリース ノートに詳述されています。 

■ イベント マネージャを展開するには CA Performance Center がインス

トールされている必要があります。 

イベント マネージャは、CA Performance Center インストールの一部と

して自動的にインストールされ設定されます。 

■ Linux にインストールする場合、管理者レベルのアクセス権が必要です。 

サーバへの root アクセス権がない場合、使用しているユーザ アカウン

トで sudo を有効にする必要があります。 詳細については、「Linux ユー

ザ アカウント要件 (P. 80)」を参照してください。 
 

■ CA Performance Center をインストールするコンピュータで、SELinux 

（Security Enhanced Linux）が無効であることを確認します。 デフォル

トでは、一部の Linux ディストリビューションでこの機能が有効に

なっています。その場合、製品が正しく動作しません。 SELinux を無効

にするか、または SELinux 制限から CA Performance Center デーモンを除

外するポリシーを作成します。 

注： SELinux セキュリティ ポリシーの設定については、Red Hat のド

キュメントを参照してください。 
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■ インストール パッケージには、アンチウイルス ソフトウェアは含まれ

ません。 お好みのアンチウイルス ソフトウェアをインストールして

ネットワーク環境を保護することを推奨します。 

重要：  データベースが破損しないように、インストール ディレクトリ

およびそのすべてのサブディレクトリをアンチウイルス スキャンの

対象から除外します。 ローカルのアンチウイルス クライアントのイン

スタンス、およびリモートのアンチウイルス インスタンスからスキャ

ンされないようにします。 
 

■ デフォルトでは、Linux でのインストール ディレクトリは 

/opt/CA/PerformanceCenter です。 セットアップ プログラムでは、別の

場所を選択できます。 

■ ファイアウォールで保護された環境で CA Performance Center が正しく

動作するためには、開いている必要がある通信ポートがあることに注

意します。 CA Performance Center および登録予定のあらゆるデータ 

ソースに必要なポートを開くように、ファイアウォールを設定します。 

各データ ソースの「インストール ガイド」で、必要なポートのリスト

を調べます。 
 

■ CA Performance Center では DNS 解決が必要です。 DNS が設定されてい

ない場合は、サーバの /etc/hosts ファイルに手動でシステム エントリ

を追加します。 

■ NTP を使用した時刻同期も必要です。 NTP が実行中でない場合は、

Linux 上で NTP デーモンを開始します。 詳細については、「時刻同期

の確認 (P. 82)」を参照してください。 
 

CA Performance Center 通信ポート 

CA Performance Center は、複数のポートを使用して各種コンポーネント、

特にデータ ソースと通信を行っています。 さらに、CA Performance Center 

と統合される製品およびコンポーネントには、特定のポート要件があるも

のがあります。  

重要：  このサーバを保護するファイアウォールすべてについて、展開して

いるデータ ソースに必要なポートおよびプロトコルを開きます。 各デー

タ ソースの製品ドキュメントには、必要なポートおよびプロトコルのリ

ストが掲載されています。 
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データ ソースはそれぞれ一意のポートを使用します。 ただし、CA 

Performance Center と各種製品またはコンポーネント間の通信が可能にな

るためには、以下の通信ポートが開いている必要があります。  

TCP/HTTP 80  

設定データを取得するために CA Network Flow Analysis との同期を有効

にします。 

TCP 3306 

コンソール上で MySQL データベース（着信）からの通信を有効にしま

す。 
 

TCP/HTTP 8181 

クライアント コンピュータと CA Performance Center サーバの間の通

信を有効にします。 データ ソースとのコンソール通信を有効にします。 

TCP/HTTP 8281 

イベント マネージャとデータ ソースとの通信を有効にします。イベン

ト マネージャは CA Performance Center ソフトウェアで自動的にイン

ストールされます。 
 

TCP/HTTP 8381 

クライアント コンピュータと CA Performance Center サーバの間の通

信を有効にします。 Single Sign-On 認証コンポーネントを使用するログ

インも有効にします。 

TCP 8481 

デバイス マネージャとコンソール サービス間の通信を有効にします。 
 

TCP/HTTP 8681 

デバイス データを取得するために CA Network Flow Analysis との同期

を有効にします。 

TCP/HTTP 8581 

CA Performance Management との同期を有効にします。 
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以下の図では、基本的なポート使用率を示します。 

 

ポート要件については、インストールするデータ ソースの「管理者ガイ

ド」または「インストール ガイド」を必ず確認します。  
 

Linux ユーザ アカウント要件 

本ソフトウェアのインストールには、管理者権限が必要です。 root でログ

インしたユーザは通常、ソフトウェアを Linux サーバにインストールしま

す。 ただし、環境によっては、root ユーザのアクセスが制限される場合が

あります。 
 

ルートとしてログインできない場合、「sudo」が有効なユーザ アカウント

を使用して、ソフトウェアをインストールおよび実行できます。 このユー

ザ アカウントには sudo の使用を許可して、root ユーザとして必要な制限

されたコマンド セットを実行できるようにする必要があります。 
 

Linux サーバ上に複数の sudo ユーザ アカウントを設定できます。 これら

の「スーパーユーザ」アカウントは CA Performance Center デーモンを開始

および停止するために必要です。 
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以下のコマンド エイリアスは、sudo ユーザの実行可能が必須であるコマ

ンドを詳述しています。 このコマンド エイリアスを実行してユーザの 

/etc/sudoers ファイルを設定します。 

Cmnd_Alias CA_PERFCENTER = /tmp/CAPerfCenterSetup.bin, 

/etc/init.d/caperfcenter_console, /etc/init.d/caperfcenter_devicemanager, 

/etc/init.d/caperfcenter_eventmanager, /etc/init.d/caperfcenter_sso, 

/etc/init.d/mysql, 

/opt/CA/PerformanceCenter/Tools/bin/npcshell.sh, 

/opt/CA/PerformanceCenter/SsoConfig, 

/opt/CA/PerformanceCenter/Uninstall_MySql, 

/opt/CA/PerformanceCenter/Uninstall_PerformanceCenter, 

/opt/CA/PerformanceCenter/Uninstall_SSO 

sudouser ALL = CA_PERFCENTER 

sudo ユーザ用にこのエイリアスへの参照を /etc/sudoers ファイルに追加

できます。 その後、以下のコマンドを使用してインストールする必要が

あります。 
sudo location of CAPerfCenterSetup.bin 

 

大規模な展開でのスレッド割り当ての増加 

「リリース ノート」の「システム要件」では、大規模な展開において複

数の CPU を持つサーバを設定する方法について説明しています。 

thread_concurrency パラメータは、サーバ上の CPU 数に見合うように変更

することをお勧めします。  

次の手順に従ってください： 

1. CA Performance Center をインストールしたサーバにログインします。 
 

2. 以下のファイルを編集します。 

/etc/my.cnf 

3. 'thread_concurrency' パラメータを検索します。 

4. サーバ上の CPU 総数の 2 倍になるようにスレッド数を変更します。 
 

5. ファイルを保存します。 

6. 以下のコマンドを入力して、mysql デーモンを停止および再起動しま

す。 

service mysql stop 

service mysql start 
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時刻同期の確認 

CA Performance Center では、ネットワーク タイム プロトコル（NTP）デー

モンを使用した時刻同期が必要です。また、すべてのデータ ソース コン

ソールで時刻同期が推奨されます。 Linux サーバ上の NTP デーモンは、タ

イミングが必要な操作のために各ホスト上のクロックを同期します。 CA 

Performance Center ホスト サーバで NTP デーモンが実行されていること

を確認します。 

次の手順に従ってください： 

1. コンソールを開き、以下のコマンドを入力します。 

$ chkconfig --list ntpd  
 

NTP デーモンがインストールされている場合、出力は以下の例のよう

になります。 

ntp 0:off 1:off 2:on 3:on 4:off 5:on 6:off 
 

この出力は、デーモンが実行されているランレベルを示しています。 
 

2. システムの現在のランレベル（通常、3 または 5）で、NTP デーモンが

「on」に設定されていることを確認します。 現在のランレベルが不明

な場合は、以下のコマンドを入力して確認します。 

$ runlevel 

N 3 
 

現在のランレベルで NTP デーモンが有効になっていない場合は、以下

のコマンドを入力して有効化します。 

$ chkconfig ntpd on 
 

3. 以下のコマンドを入力して、NTP デーモンを手動で起動します。 

$ /etc/init.d/ntpd start 

デーモンが起動します。 
 

各サービスの最大メモリ使用率の変更 

CA Performance Center デーモンが効率的に実行できるように最大メモリ

使用量を変更します。 システム要件については、「リリース ノート」を

参照してください。 
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メモリ割り当ての設定は、インストール作業の途中だけでなく、インス

トール作業の完了後も行うことができます。  

次の手順に従ってください： 

1. CA Performance Center をインストールしたサーバにログインします。 

2. 次のコマンドを入力します。 

more /proc/meminfo 

各プロセスのメモリ合計使用量が表示されます。 
 

3. このメモリ合計をメモします。 

4. デーモンの最大メモリは以下の手順で変更します。 

a. 以下のファイルを編集します。  

/Installation Directory/PerformanceCenter/Service 

Subdirectory/conf/wrapper.conf 

注： サービス サブディレクトリは以下のいずれかです。  

■ PC （コンソール デーモン） 

■ DM （デバイス マネージャ デーモン） 

■ EM （イベント マネージャ デーモン） 
 

b. パラメータ 'wrapper.java.maxmemory' を検索します。 

c. 現在の値を変更します。 たとえば、小規模な展開では「3072」（単

位： MB）に設定します。 

d. ファイルを保存します。 

e. 以下のコマンドを入力して、各デーモンを停止し、再起動します。 

service service name stop 

service service name start 
 

注： サービス名は以下のいずれかです。  

■ caperfcenter_console 

■ caperfcenter_devicemanager 

■ caperfcenter_eventmanager 

メモリの最大使用量はスケーラビリティ要件に基づく展開規模に合わ

せて設定します。 
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UTF-8 サポートの設定 

UTF-8 エンコーディングをサポートするために、コンポーネントをインス

トールするコンピュータを設定します。 UTF-8 エンコードが有効でない場

合、文字がインストール中に正しく表示されない場合があります。 

ローカライズされた展開をサポートするには、適切な言語パックも必要で

す。 

注： 選択したコンポーネントのインストールで使用される一部のスクリ

プトはローカライズされておらず、実行画面は英語で表示されます。 詳

細については、ローカライズ ステータス Readme ファイルを参照してくだ

さい。 
 

次の手順に従ってください： 

1. 以下の手順のいずれかを実行します。  

a. Korn または bash シェルから以下のコマンドを入力します。 

export LANG=LANG_value ; export LC_ALL=$LANG 

LANG_value 

製品のサポートに使用する言語の値を示します。 以下の変数が

サポートされています。 

英語： en_US.utf8 

フランス語： fr_FR.utf8 

日本語： ja_JP.utf8 

中国語（簡体字）： zh_CN.utf8 

中国語（繁体字）：zh_TW.utf8 
 

以下に例を示します。 

export LANG=zh_TW.utf8 ; export LC_ALL=$LANG 
 

b. Bourne シェルから以下のコマンドを入力します。 

LANG=LANG_value ; export LANG 

LC_ALL=LANG_value ; export LC_ALL 
 

以下に例を示します。 

LANG=zh_CN ; export LANG 

LC_ALL=zh_CN ; export LC_ALL 
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言語変数が設定されました。 
 

詳細情報： 

Data Aggregator インストールの準備方法 (P. 55) 
 

 

サードパーティ ソフトウェア 

アンチウイルス、システム管理、および時間同期ソフトウェアを除き、CA 

Performance Center と同じサーバに、サードパーティ ソフトウェア（特に

サードパーティのネットワーク監視用ソフトウェア）をインストールしな

いでください。 サードパーティ ソフトウェアは CA システムのモニタリン

グ機能を妨害する恐れがあり、保証が無効になる場合があります。 

CA システムにサードパーティ ソフトウェアをインストールしてある場合、

サーバに関する問題をトラブルシュートする前に、CA サポートはこのソ

フトウェアをアンインストールするよう依頼することがあります。 
 

CA Performance Center 上のオープン ファイル数の上限を設定 

CA Performance Center をインストールしているユーザ アカウントのオー

プン ファイル数が 65536 以上の値であることを確認します。 この値を永

続的に設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. root ユーザまたは sudo ユーザとして、CA Performance Center をインス

トールするコンピュータにログインします。 コマンド プロンプトを開

いて次のコマンドを入力し、ulimit のオープン ファイルの上限を少な

くとも 65536 に変更します。 

ulimit -n ulimit_number 

例： 

ulimit -n 65536 
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2. CA Performance Center をインストールするコンピュータ上で 

/etc/security/limits.conf ファイルを開き、以下の行を追加します。 

# Added by Performance Center 

* soft nofile 65536 

# Added by Performance Center 

* hard nofile 65536 

注： これらの変更を有効にするには、CA Performance Center を再起動し

ます。 アップグレード中である場合、アップグレード処理により自動

的に CA Performance Center が再起動されます。 

3. CA Performance Center をインストールするコンピュータ上で、オープ

ン ファイルの数が適切に設定されていることを確認するには、以下の

コマンドを入力します。 

ulimit -n 

このコマンドは、以前に指定した ulimit 値を返します。 
 

インストール ウィザードによる Linux への CA Performance Center 

インストール 

CA Performance Center インストール ウィザードを使用して、データベース

と Web サイトをインストールおよび設定します。 必要に応じて、X 

Window など Linux のグラフィカル ユーザ インターフェースを有効にする

ためのプログラムをインストールします。 

インストール中に前提条件チェックが実行されます。 CA Performance 

Center をインストールする前に、「リリース ノート」のシステム要件を確

認します。 

注： Java はこのソフトウェア プログラムに含まれています。 
 

次の手順に従ってください： 

1. root でターゲット コンピュータにログインするか、または putty など

のリモート プログラムを使用してリモート コンピュータにインス

トールします。 
 

2. コマンド プロンプトを開きます。 

3. 以下のコマンドを入力して、インストール ファイルの権限を変更しま

す。 

chmod u+x CAPerfCenterSetup.bin 
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4. CAPerfCenterSetup.bin を実行します。 

セットアップ プログラムが開きます。 

5. リストから言語を選択します。 

6. ［ようこそ］ダイアログ ボックスで［次へ］をクリックします。 

［使用許諾契約］が表示されます。 
 

7. 許諾契約の下部までスクロールして読みます。 

ボタンが有効になります。 

8. ［使用許諾契約に同意する］を選択して［次へ］をクリックします。 

［インストール ディレクトリの選択］ダイアログ ボックスが表示され

ます。 

デフォルトのインストール フォルダは /opt/CA です。 
 

9. ［次へ］をクリックしてデフォルトのインストール先を受け入れるか、

［参照］をクリックして別のディレクトリを選択し、［次へ］をクリッ

クします。  
 

CA Performance Center サービスに対して最大メモリ割り当てを設定す

るように促すプロンプトが表示されます。  

10. コンソール、デバイス マネージャおよびイベント マネージャ サービ

スに対してメモリの割り当てサイズを MB 単位で設定し、［次へ］を

クリックします。 

［MySQL データ ディレクトリの場所を選択します］ダイアログ ボック

スが表示されます。 

11. ［次へ］をクリックして MySQL データ ファイル用のデフォルトの場所

を受け入れるか、または［選択］をクリックして別の場所を選択し、

［次へ］をクリックします。 

重要：  選択したドライブに十分な空き領域があることを確認します。 

データベースには 40GB の領域が必要です。 
 

［MySQL 一時ディレクトリの場所の選択］ダイアログ ボックスが表示

されます。 

12. ［次へ］をクリックしてデフォルトの場所を受け入れるか、または［選

択］をクリックして MySQL /tmp ディレクトリ用の別の場所を選択し、

［次へ］をクリックします。 

注： このディレクトリは一時データベース ファイルに使用されます。 

デフォルトのパスは /opt/CA/MySql/tmp です。  
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13. ［次へ］をクリックします。 

［インストール設定の確認］ダイアログ ボックスに、インストールに

選択した設定が表示されます。 
 

14. 設定を確認し、変更する場合は［戻る］をクリックします。  

15. ［次へ］をクリックしてインストールを開始します。 

注： ソフトウェアをインストールせずに終了するには、［キャンセル］

をクリックします。  
 

インストール ダイアログ ボックスにインストールの進捗状況が表示

されます。  

インストール中に以下の Linux デーモンが作成され開始されます。 

caperformancecenter_console 

コンソール デーモンです。 8181 番ポートを使用します。 
 

caperformancecenter_devicemanager 

デバイス マネージャ デーモンです。 8481 番ポートを使用します。 
 

caperformancecenter_eventmanager 

イベント マネージャ デーモンです。 8281 番ポートを使用します。 
 

caperformancecenter_sso 

Single Sign-On デーモンです。 ポート 8381 を使用します。 
 

mysql 

データベース デーモンです。 3306 番ポートを使用します。 
 

 

 

インストールが完了すると、終了するように促されます。 

16. ［完了］をクリックします。 

インストール ウィザードが閉じます。 
 

英語以外の言語サポートのインストール 

CA Performance Center およびそのデータ ソースは複数の言語をサポート

をします。 管理者は、個別の製品オペレータごとに優先言語を選択でき

ます。 言語パックは、ローカライズされた環境に対してオペレーティン

グ システム サポートを利用しています。 
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ただし、言語設定が英語以外の製品オペレータは、デフォルトではレポー

トにダッシュボード データを表示できないことがあります。 場合によっ

ては、別の手順で追加のフォントをサーバにインストールする必要があり

ます。 
 

オペレーティング システムにフォントをインストールするための標準的

な手順に従います。 CA Performance Center レポートおよびエクスポート 

オプションは、すでに以下のフォントに対応しています。 

■ Arial 

■ Arial Unicode MS 

■ Liberation Sans 

■ Sans 

■ Meiryo UI 

■ AR PL ShanHeiSun Uni 

■ SimSun 

■ Sazanami Mincho 

■ AR PL ZenKai Uni 

■ Baekmuk Batang 

ご使用のオペレーティング システムで別のフォントを使用するには、以

下の手順に従います。 
 

次の手順に従ってください： 

1. CA Performance Center ソフトウェアをインストールするには、「イン

ストール ガイド」の手順に従います。 

2. 以下のコマンドを実行して、Linux パッケージ マネージャを起動しま

す。 

pirut 

3. ［Browse］タブのリストの左側から［Languages］を選択します。  

4. リストの右側からインストールする言語を選択します。  

5. ［Apply］をクリックします。 
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第 8 章： Post-Installation 設定オプション 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

インストールの完了方法 (P. 91) 
 

インストールの完了方法 

Data Aggregator のインストール後、必要に応じて、以下のオプション手順

と推奨手順を実行します。 

1. （オプション） Data Repository の自動起動をセットアップします。 

2. （推奨） Data Aggregator プロセスの自動復旧を設定します (P. 96)。 

3. （オプション）インストール後に、Data Aggregator および Data Collector 

コンポーネントの最大メモリ使用量を変更します (P. 98)。 

4. （オプション）インストール後の外部 ActiveMQ メモリ制限の変更 (P. 

101) 

5. （オプション） Data Aggregator ホストで開いているポート番号を変更

します (P. 103)。 
 

Data Repository の自動起動のセットアップ（オプション） 

Data Repository の自動起動をセットアップできます。 自動起動がセット

アップされ、Data Repository がインストールされたコンピュータを再起動

すると、Data Repository は自動的に開始します。 

重要：  Data Repository が正常にシャットダウンしなかった場合、この機能

は正しく動作しない可能性があります。 データベースが正常にシャット

ダウンしなかった場合、起動時にデータベースを手動で操作し、最後の正

常なエポックをリストアすることが必要な場合があります。 Vertica デー

タベースが正常にシャットダウンせず、その後、自動的に起動しない場合

は、admintools を使用して手動で起動します。 
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Data Repository がアクセス不可になった場合、Data Aggregator は自動的に

停止します。 Data Repository が再度オンラインになったら、Data Aggregator 

を手動で再起動します。 Data Aggregator を再起動するには、コマンド プ

ロンプトを開いて、以下のコマンドを入力します。 

/etc/init.d/dadaemon start 
 

次の手順に従ってください： 

1. データベース管理者ユーザの Linux ユーザ アカウントになるため、以

下のコマンドを入力します。 

su - dradmin 
 

2. /opt/vertica/config/users/Linux_user_account_for_database_administrator

_user ディレクトリに移動するには、以下のコマンドを入力します。 

cd 

/opt/vertica/config/users/Linux_user_account_for_database_administrator_user 
 

3. installed.dat ファイルを新しいファイル dbinfo.dat にコピーするため、

以下のコマンドを入力します。 

cp -p installed.dat dbinfo.dat 

dbinfo.dat ファイルが作成されます。 
 

4. データベース管理者ユーザの Linux ユーザ アカウントが、パスワード

なしの ssh キーで設定されていることを確認してください。 

a. パスワードなしの ssh キーが設定されているかどうかを確認する

ため、以下のコマンドを入力します。 

ssh hostname ls 

ホスト名 

Data Repository がインストールされているホストの名前を示し

ます。 

パスワードなしの ssh キーがセットアップされている場合、パス

ワード入力は要求されません。 これ以外の操作は必要ありません。 

ただし、接続を続行するかどうかを尋ねられた場合は、［Yes］と

入力します。 

b. パスワードの入力を求められる場合は、プロンプトを無視して Ctrl 

+ C キーを押します。  
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5. パスワードなしの ssh キーを持つデータベース管理者ユーザの Linux 

ユーザ アカウントをセットアップするため、以下の手順を実行します。 

a. データベース管理者ユーザの Linux ユーザ アカウントになるため、

以下のコマンドを入力します。 

su - dradmin_username 
 

b. 公開鍵を生成するには、以下のコマンドを入力します。 クラスタ 

インストールでは、クラスタに参加している各ホスト上でこのコ

マンドを入力します。 

ssh-keygen -N "" -t rsa -f ~/.ssh/id_rsa 
 

c. 同じコンピュータ上の authorized_keys2 ファイルに公開鍵の内容

をコピーします。 クラスタ インストールでは、クラスタに参加し

ている各ホスト上の authorized_keys2 ファイルに公開鍵の内容を

コピーします。 

cat ~/.ssh/id_rsa.pub >> ~/.ssh/authorized_keys2 
 

d. （クラスタ インストールのみ）公開鍵の内容を各ホストから他の

各ホストにコピーします。 

■ 最初のホスト上のデータベース管理者ユーザとして、以下のコ

マンドを入力し、ファイルの内容をコピーします。 

   vi ~/.ssh/id_rsa.pub 
 

■ 2 番目のホスト上のデータベース管理者ユーザとして、以下の

コマンドを入力します。 

   vi ~/.ssh/authorized_keys2 

  最初のホストの id_rsa.pub ファイルの内容を、2 番目のホスト

の authorized_keys2 ファイルの末尾に貼り付けます。 
 

■ 3 番目のホスト上のデータベース管理者ユーザとして、以下の

コマンドを入力します。 

   vi ~/.ssh/authorized_keys2 
 

  最初のホストの id_rsa.pub ファイルの内容を、3 番目のホスト

の authorized_keys2 ファイルの末尾に貼り付けます。 
 

  パスワードの入力を求められずに、あるホストから別のホスト

に ssh を実行できるようにするには、クラスタ内のすべてのホ

ストについてこの手順を繰り返します。 
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e. 以下のコマンドを入力し、authorized_keys2 ファイルの権限を設定

します。 クラスタ環境では、クラスタ内の各ホストで以下のコマ

ンドを入力します。 

chmod 644 ~/.ssh/authorized_keys2 
 

f. root ユーザとして以下のコマンドを入力し、、ssh デーモンを再起

動します。 クラスタ環境では、クラスタ内の各ホストで以下のコ

マンドを入力します。 

su - root 

/etc/init.d/sshd restart 
 

g. （単一ノードのインストールのみ）パスワードが求められないよ

うに設定されたことを確認するには、以下のコマンドを入力しま

す。 

su - dradmin 

ssh dradmin@hostname ls /tmp 
 

h. （クラスタ インストールのみ）パスワードが求められないように

設定されたことを確認するには、クラスタ内の最初のホストで以

下のコマンドを入力します。 

su - dradmin 

ssh dradmin@host1 ls /tmp 

ssh dradmin@host2 ls /tmp 

ssh dradmin@host3 ls /tmp 

クラスタ内の各ホストでこの手順を繰り返します。 

重要：  パスワードなしの ssh キーを設定しない場合は、Data 

Repository の自動起動を設定できません。 
 

6. 以下のコマンドを入力します。 

/opt/vertica/bin/adminTools 

［Administration Tools］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

7. ［(6) Configuration Menu］を選択して、［OK］を選択します。 
 

8. ［(4) Set Restart Policy］を選択して、［OK］を選択します。 
 

［Select Database］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

9. データベース名を選択し、［OK］を選択します。 

［Select policy］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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10. 単一ノードの Data Repository インストールを実行する場合は、

「always」を選択します。 クラスタ インストールを実行する場合は、

「ksafe」を選択します。  

［OK］を選択します。  

注： 単一ノードのインストールの場合、「always」は、システムが再起

動するときに Data Repository が自動的に再起動することを意味します。 

クラスタ インストールの場合、「ksafe」は、システム再起動の際、デー

タベースのステータスがまだ「UP」であれば Data Repository ノードが

自動的に再起動することを意味します。 
 

［Restart Policy］設定が保存されます。 

11.  ［OK］を選択すると、［Select Policy］ダイアログ ボックスが閉じま

す。 
 

12. ［(M) Main Menu］に戻ります。 
 

13. ［(E) Exit］を選択します。 
 

14. （オプション） Data Repository がインストールされているコンピュー

タを再起動したときに Data Repository が開始するかどうかテストしま

す。 

a. Data Repository がインストールされているコンピュータを再起動

します。 

注： コンピュータを再起動するには、root ユーザまたは sudo ユー

ザとしてログインする必要があります。 
 

b. データベース管理者ユーザの Linux ユーザ アカウントになるには、 

以下のコマンドを入力します。 

su - dradmin 
 

c. 以下のコマンドを入力します。 

/opt/vertica/bin/adminTools 

［Administration Tools］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

d. ［（1）View Database Cluster State］を選択し、［OK］を選択しま

す。 

e. 状態は［UP］です。［OK］を選択します。 

注： ユーザが Data Repository を再起動した後、起動するまで数分か

かる場合があります。 
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詳細： 

インストールの完了方法 (P. 91) 
 

 

Data Aggregator プロセスの自動復旧の設定（推奨） 

データベース サーバがメモリを使い果たすか、または Data Repository が一

時的に利用不可になると、Data Aggregator はデータの整合性を保つために

自動的にシャットダウンします。 
 

Data Aggregator プロセスの自動復旧を設定できます。 
 

Data Aggregator がシャットダウンすると、監査メッセージが Data 

Aggregator のインストール ディレクトリ/apache-karaf-2.3.0/shutdown.log 

ファイルに記録されます。 Data Aggregator が利用不可になっても Data 

Collector はポーリングを続行し、ポーリング済みデータは設定可能な上限

までメモリ内にキャッシュされます。 Data Aggregator ホストが利用可能に

なると、キャッシュされたポーリング済みデータは Data Aggregator に送信

されます。 
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Data Aggregator をアップグレードする前に、この cron ジョブを無効にして

おくことを推奨します。 service dadaemon stop コマンドを使用して Data 

Aggregator を手動でシャットダウンすると、cron ジョブは Data Aggregator 

を自動的に再起動することはありません。 あらかじめ停止しておくこと

で、cron ジョブによってシステムが中断されることなくメンテナンスを実

行できます。 

注：  Data Aggregator インストール ディレクトリ
/apache-karaf-2.1.3/shutdown_details.log には、Data Aggregator と Data 

Repository の間のハートビート メッセージ、および Data Aggregator の

シャットダウンがデバッグ目的で記録されます。 

次の手順に従ってください： 

1. Data Aggregator がインストールされているコンピュータに root ユーザ

としてログインします。 

2. コンソールを開き、以下のコマンドを入力します。 

crontab -e 

vi セッションが開始されます。 データベース管理者ユーザに cron ジョ

ブがない場合は、空のファイルが開きます。 それ以外の場合、ファイ

ルには既存の cron ジョブ定義が含まれています。 
 

3. cron ジョブのファイルに以下の行を追加します。 

EXECUTED_BY_CRON=1 

* * * * * service dadaemon start > /dev/null 

この行は、cron から Data Aggregator に start コマンドが 1 分ごとに発行

されることを意味します。  
 

Data Aggregator が実行中の場合、start コマンドは無視されます。 
 

Data Aggregator が実行中でない場合、start コマンドによって Data 

Aggregator が開始します。 Data Aggregator が開始すると、Data Repository の

可用性がチェックされます。 Data Repository が利用不可である場合、Data 

Aggregator はシャット ダウンします。 このプロセスは、Data Repository の

接続性の問題がすべて解決されるまで繰り返されます。 
 

詳細： 

インストールの完了方法 (P. 91) 
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インストール後の Data Aggregator および Data Collector コンポーネントの最大メモ

リ使用量の変更（オプション） 

Data Aggregator および Data Collector コンポーネントのデフォルトの最大

メモリ使用量は十分ではありません。 大規模展開で効果的に実行するに

は、Data Aggregator および Data Collector の最大メモリ使用量を変更します。 

この変更は、インストール中またはインストール後に実行できます。 デ

フォルトでは、Data Aggregator および Data Collector のメモリ使用量は 2GB 

です。 
 

重要：  この手順のメモリ変更では、Data Aggregator および Data Collector が

別のコンピュータにインストールされていることを前提とします。 また

この手順では、それらのコンピュータがこれらのコンポーネントのインス

トール専用であると仮定しています。 

次の手順に従ってください： 

1. コンソールを開き、以下のコマンドを入力します。 

more /proc/meminfo 

合計メモリ使用率が表示されます。 

2. この合計メモリをメモします。 
 

3. 以下の手順に従って、Data Aggregator の最大メモリを変更します。 

a. Data Aggregator インストール ディレクトリ
/apache-karaf-2.3.0/bin/setenv ファイルにアクセスします。 

b. IM_MAX_MEM=number unit 行を大規模展開用に変更します。 

number unit 

メモリの最大量を示します。 number は正の整数で、unit は「G」 

または「M」です。 以前に書き留めたメモリ合計から 2 GB を

引き、ここに入力します。 2 GB は、他のオペレーティング シ

ステムの操作のために予約されています。 

例： 33544320 KB - 2G = 30 GB 

IM_MAX_MEM=30G 

例： 

IM_MAX_MEM=4G 
 

c. ファイルを保存します。 
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d. 以下のコマンドを使用して Data Aggregator を再起動します。 

service dadaemon start 

Data Aggregator が自動的に起動し、CA Performance Center と同期さ

れます。 
 

e. Data Aggregator のアップグレード中にメモリ設定の変更を続ける

には、/etc/DA.cfg ファイルを変更して、プロパティ「da.memory」

を最新の値に更新します。 

例： 

da.memory=4G 
 

4. 以下の手順に従って、すべての Data Collector ホストの最大メモリを変

更します。 

a. Data Collector インストール ディレクトリ
/apache-karaf-2.3.0/bin/setenv ファイルにアクセスします。 

b. IM_MAX_MEM=number unit 行を大規模展開用に変更します。 

number unit 

メモリの最大量を示します。 number は正の整数で、unit は「G」 

または「M」です。 以前に書き留めたメモリ合計から 2 GB を

引き、ここに入力します。 2 GB は、他のオペレーティング シ

ステムの操作のために予約されています。 

例： 33544320 KB - 2G = 30 GB 

IM_MAX_MEM=30G 
 

例： 

IM_MAX_MEM=4G 
 

c. ファイルを保存します。 

d. 次のコマンドを使って Data Aggregator ホストを再起動します。 

service dcmd start 
 

e. Data Collector のアップグレード中、メモリ設定の変更を続けるに

は、/opt/DCM.cfg ファイルを変更して、プロパティ「IM_MAX_MEM」

を最新の値に更新します。 
 

例： 

IM_MAX_MEM=4G 

メモリの最大量が大規模展開用に設定されます。 
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例： Data Aggregator のインストール後に Data Aggregator の最大メモリ使用量

を設定 

以下の例では、メモリ合計が 3354432 KB である Data Aggregator の最大メ

モリ使用量を設定します。 

1. コンソールを開き、以下のコマンドを入力します。 

more /proc/meminfo 

以下の結果が表示されます。 

MemTotal: 33554432KB 

2. 大規模展開に必要な最大メモリを計算します。 

式： 総メモリ - 2G = 大規模展開用最大メモリ 

解答： 3354432 KB - 2G = 30G 
 

 

3. Data Aggregator インストール ディレクトリ
/apache-karaf-2.3.0/bin/setenv ファイルにアクセスします。 

 

4. IM_MAX_MEM=number unit 行を大規模展開用に変更します。 

IM_MAX_MEM=30G 
 

5. ファイルを保存します。 

6. Data Aggregator を再起動します。 

メモリの最大量が大規模展開用に変更されます。 
 

詳細： 

インストールの完了方法 (P. 91) 
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インストール後の外部 ActiveMQ メモリ制限の変更（オプション） 

Data Aggregator インストーラは、ApacheMQ プロセスを提供するためにシ

ステムで必要なメモリを計算します。 ただし、このメモリ制限設定を手

動で変更して、Data Aggregator システム上の ActiveMQ を調整することも

できます。 たとえば、以下のような状況で設定を変更できます。 

■ システム メモリが変更された場合。 

■ Data Collector システムの数が変更された場合。 

■ メモリ設定を最適化する場合。 

■ ActiveMQ メトリックで JConsole または CA Performance Management カ

スタム グラフを監視した結果、ActiveMQ のパフォーマンスが低下して

いると判断できる場合。 
 

次の手順に従ってください： 

1. 以下の設定に基づいて ActiveMQ 用のメモリの量を計算します。 

Java ヒープの最大サイズ 

この値はデフォルトでシステム メモリの 20% に設定されています。 

最小値は 512M です。 

Java ヒープの最小サイズの初期値 

この値は Java ヒープの最大サイズの 50% です。 

すべてのメッセージに対するメモリ上限 

この値は Java ヒープの最大サイズの 50% です。 

キュー 1 つ当たりのメモリ上限 

この値は、Data Collector インストールの個数に基づいて計算する

必要があります。  

例： キュー 1 つ当たりのメモリ 

（すべてのメッセージに対するシステム メモリ）/5/（Data Collector 

の個数） 

2. Data Aggregator がインストールされているコンピュータにログインし

ます。 root ユーザ、または特定のコマンド セットにアクセス可能な 

sudo ユーザとしてログインします。  

注： sudo ユーザの詳細については、「Data Aggregator インストール ガ

イド」を参照してください 
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3. 以下のコマンドを入力して、ActiveMQ ブローカを停止します。 

/etc/init.d/activemq stop 
 

4. ActiveMQ 用の Java ヒープ サイズを変更します。 

a. broker/apache-activemq-version/bin にある activemq ファイルにア

クセスします。 

b. ACTIVEMQ_OPTS_MEMORY を定義する行を見つけます。 

c. –Xms を Java ヒープの最小サイズの初期値に変更します。 
 

d.  –Xmx を Java ヒープの最大サイズに変更します。 

e. ファイルを保存します。 
 

5. プロデューサ フロー コントロールに使用される ActiveMQ メモリ制限

を変更します。 

a. Data Aggregator installation 

directory/broker/apache-activemq-version/conf ファイルにある 

activemq.xml ファイルにアクセスします。  

b. 以下の行を見つけ、値をすべてのメッセージに対するメモリ上限

に変更します。 

<memoryUsage limit=”value”/> 
 

c. 以下の行を見つけ、値をキュー 1 つ当たりのメモリ上限に変更し

ます。 

<policyEntry queue=">" producerFlowControl="true" 

memoryLimit="value"/> 

注： 詳細については、
http://activemq.apache.org/producer-flow-control.html 

http://activemq.apache.org/producer-flow-control.html を参照してくださ

い。 
 

6. 以下のコマンドを入力して、ActiveMQ ブローカを起動します。 

./etc/init.d/activemq start 

新しい設定が起動されます。 
 

詳細： 

インストールの完了方法 (P. 91) 
 

 

http://activemq.apache.org/producer-flow-control.html
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Data Aggregator ホストで開いているポート番号の変更（オプション） 

Data Aggregator をインストールした後に、Data Aggregator ホストで開く

ポートを変更できます。 

注： Data Aggregator および Data Collector をインストールする前に、ポート 

61616 を開きました。 

次の手順に従ってください： 

1. Data Aggregator がインストールされているコンピュータにログインし

ます。 root ユーザ、または特定のコマンド セットにアクセス可能な 

sudo ユーザとしてログインします。 
 

2. コマンド プロンプトを開き、以下のコマンドを入力して、Data 

Aggregator を停止します。 

service dadaemon stop 
 

3. 以下のコマンドを入力して、データ ディレクトリ、および deploy ディ

レクトリの local-jms-broker.xml ファイルを削除します。 

rm -rf Data Aggregator のインストール ディレクトリ/apache-karaf-2.3.0/data 

rm -rf Data Aggregator のインストール ディレクトリ

/apache-karaf-2.3.0/deploy/local-jms-broker.xml 
 

4. Data Aggregator のインストール ディレクトリ/apache-karaf-2.3.0/jms 

ディレクトリの local-jms-broker.xml ファイルを編集します。 

a. 以下の行を見つけます。 

<!-- The transport connectors ActiveMQ will listen to --> 

 <transportConnectors> 

   <transportConnector name="openwire" uri="tcp://dahostname:61616"/> 

b. 61616 を Data Aggregator で受信接続に使用するポートに置き換え

ます。 
 

5. コマンド プロンプトを開き、以下のコマンドを入力して、Data 

Aggregator を開始します。 

service dadaemon start 
 

6. 数分待ってから、以下のコマンドを入力して、ポートの変更が成功し

たことを確認します。 

netstat -a | grep ポート 

ポート 

Data Aggregator での受信接続用に先ほど指定したポート番号です。 
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7. ポートの変更が成功した場合、Data Aggregator はそのポートで受信接

続を待機します。 Data Aggregator が受信接続を待機していない場合は、

以下のコマンドを入力して、karaf.log ファイルでエラーを確認します。 

grep ERROR karaf.log 

8. エラーを解決します。 
 

9. Data Collector がインストールされているコンピュータにログインしま

す。 root ユーザ、または特定のコマンド セットにアクセス可能な sudo 

ユーザとしてログインします。 

注： sudo ユーザの詳細については、「Data Aggregator インストール ガ

イド」を参照してください 
 

10. コマンド プロンプト ウィンドウを開き、以下のコマンドを入力します。 

service dcmd stop 
 

11. 以下のコマンドを入力して、データ ディレクトリ、および deploy ディ

レクトリの local-jms-broker.xml ファイルを削除します。 

rm -rf Data Aggregator のインストール ディレクトリ/apache-karaf-2.3.0/data 

rm -rf Data Aggregator のインストール ディレクトリ

/apache-karaf-2.3.0/deploy/local-jms-broker.xml 
 

12. Data Collector のインストール ディレクトリ/apache-karaf-2.3.0/jms 

ディレクトリの local-jms-broker.xml ファイルを編集します。 

a. 以下の行を見つけます。 

<networkConnector name="manager" 

     uri="static:(tcp://dahostname:61616)" 

     duplex="true" 

     suppressDuplicateTopicSubscriptions="false"/> 

b. Data Aggregator ホストの local-jms-broker.xml ファイルに先ほど指

定したポートに 61616 を置き換えます。 
 

13. コマンド プロンプトを開き、以下のコマンドを入力して、Data Collector 

を開始します。 

service dcmd start 
 

14. 数分待ってから、以下のコマンドを入力して、ポートの変更が成功し

たことを確認します。 

netstat -a | grep ポート 

ポート 

Data Aggregator での受信接続用に前の手順で指定したポート番号

です。 
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ポートの変更が成功した場合は、Data Aggregator と Data Collector の間

の接続が表示されます。 接続が表示されない場合は、以下のコマンド

を入力して、karaf.log ファイルでエラーを確認します。 

grep ERROR karaf.log 

15. エラーを解決します。 

Data Aggregator ホストで開いているポート番号が変更されました。 
 

詳細： 

インストールの完了方法 (P. 91) 
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第 9 章： トラブルシューティング 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

トラブルシューティング： Data Aggregator の同期の失敗 (P. 107) 

トラブルシューティング： CA Performance Center が Data Aggregator に接続

できない (P. 108) 

トラブルシューティング： Data Collector をインストールしたが、［Data 

Collector リスト］メニューに表示されない (P. 109) 

トラブルシューティング： 現在のクラスタ環境への Vertica インストール

の失敗 (P. 111) 
 

トラブルシューティング： Data Aggregator の同期の失敗 

症状： 

Data Aggregator を CA Performance Center と同期させようとしたら、「同期

失敗」というメッセージが表示されました。 ［データ ソースの管理］ダ

イアログ ボックスの Data Aggregator の［ステータス］列に、［同期失敗］

と表示されます。 
 

解決方法： 

同期失敗は、同期中に Data Aggregator が送信されたデータを処理できない

ことを示す可能性があります。 DMService.log と呼ばれるデバイス マネー

ジャ アプリケーション ログ ファイルを確認します。 このファイルは、

CA/PerformanceCenter/DM/logs ディレクトリにあります。 同期中に Data 

Aggregator が CA Performance Center から受信したデータを処理できな

かった場合、ログ エントリには一般的な SOAP 例外が表示されます。 
 

同期の以下の段階で例外およびスタック トレースを探します。 
 

■ プル 

■ グローバル同期 

■ バインド（データ ソースと最初に同期する場合のみ実行する） 

■ プッシュ 

CA テクニカル サポートに問い合わせて、この情報を伝えてください。 
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トラブルシューティング： CA Performance Center が Data 

Aggregator に接続できない 

症状： 

Data Aggregator は正常にインストールされましたが、［データ ソースの管

理］ダイアログ ボックスのステータスに「'接続できません。' ＜perf> は 

Data Aggregator に接続できません」と表示されます。 
 

解決方法： 

以下の手順を実行します。 

1. Data Aggregator ホストのコンピュータにログオンします。 コンソール

を開き、以下のコマンドを入力して、Data Aggregator が実行されてい

ることを確認します。 

service dadaemon status 
 

2. Data Aggregator が実行されている場合、CA Performance Center が Data 

Aggregator に接続するのを妨げているのは、ほとんどの場合、ネット

ワークの問題です。 ネットワークの問題をすべて解決します。 
 

3. Data Aggregator が実行されていない場合は、Data Aggregator を開始し

ます。 root ユーザ、または制限されたコマンド セットにアクセスでき

る sudo ユーザとして、Data Aggregator ホストのコンピュータにログイ

ンします。 コンソールを開き、以下のコマンドを入力します。 

service dadaemon start 
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トラブルシューティング： Data Collector をインストールしたが、

［Data Collector リスト］メニューに表示されない 

症状： 

Data Collector は正常にインストールしましたが、［Data Collector リスト］

メニューに Data Collector が表示されません。 

解決方法： 

以下の手順を実行します。 

1. Data Collector のインストール ディレクトリ
/apache-karaf-2.3.0/shutdown.log ファイルを確認して、Data Collector が

自動的にシャットダウンされていないことを確認します。 Data 

Collector のインストール時に、Data Aggregator ホスト、テナント、ま

たは IP ドメインを誤って指定した場合、Data Collector は自動的に

シャットダウンされます。 shutdown.log ファイルに、Data Collector が

シャットダウンされた理由についてのエラー情報があります。 Data 

Collector がシャットダウンされる主な理由には、以下の 2 つがありま

す。 

■ Data Collector のインストール時に指定された Data Aggregator ホス

ト情報、テナント、または IP ドメインが正しくなかった。 

– Data Aggregator のホスト情報を誤って指定した場合は、Data 

Collector をアンインストールして再インストールします。 

– テナントを誤って指定した場合は、Data Collector をアンインス

トールして再インストールします。 

– IP ドメインを誤って指定した場合は、Data Collector をアンイン

ストールして再インストールします。 

■ Data Aggregator との接続が確立できなかった。 
 

 

 
 

2. 以下のコマンドを入力して、Data Aggregator への接続が確立されてい

ることを確認します。 

 netstat –a | grep 61616 
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3. Data Aggregator への接続が存在しない場合は、以下の手順に従います。 

a. Data Collector ホストの Data Collector のインストール ディレクト
リ/apache-karaf-2.3.0/deploy/local-jms-broker.xml ファイルを表示し

ます。 このファイルには、Data Collector のインストール時に指定

した Data Aggregator ホストのホスト名または IP アドレスが含まれ

ています。 
 

b. broxer.xml ファイルの「networkConnector」セクションを探します。 

このセクションには、以下のような行が含まれている必要があり

ます。 

<networkConnector name="manager" 

       uri="static:(tcp://test:61616)" 

       duplex="true" 

          suppressDuplicateTopicSubscriptions="false"/> 
 

「networkConnector」セクションに指定されている Data Aggregator 

ホスト名が正しく、DNS または /etc/hosts のエントリを介して解決

されることを確認します。 Data Collector のインストール時に Data 

Aggregator のホスト名を誤って入力した場合、Data Collector は Data 

Aggregator と通信できません。 
 

c. 以下のコマンドを入力して、ポート 61616 で Data Aggregator ホス

トへの telnet 接続が正常に開くことを確認します。 

telnet dahostname 61616 

このコマンドにより、Data Aggregator がそのポートをリスンしてい

ることが確認されます。 
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d. telnet 接続が正常に開かない場合は、以下の理由が考えられます。 

■ Data Aggregator が実行されていません。 Data Aggregator が実行

されていることを確認します。 コンソールを開き、以下のコマ

ンドを入力します。 

    service dadaemon status 

  Data Aggregator が実行されていない場合は、Data Aggregator を

開始します。 root ユーザ、または制限されたコマンド セット

にアクセスできる sudo ユーザとして、Data Aggregator ホストの

コンピュータにログインします。 コンソールを開き、以下のコ

マンドを入力します。 

   service dadaemon start 

■ 接続を開始するリクエストが、Data Collector から Data 

Aggregator に対して正常に実行されていません。 broxer.xml 

ファイルの「networkConnector」セクションに指定されている

ポートが、Data Aggregator で受信接続に対して開かれているこ

とを確認します。 この接続を妨げるファイアウォールのルール

がないことを確認します。 
 

トラブルシューティング： 現在のクラスタ環境への Vertica イン

ストールの失敗 

症状： 

Vertica を現在のクラスタ環境にインストールできません。 
 

解決方法： 

Vertica Linux データベース管理者ユーザ用にパスワードなしの SSH をセッ

トアップしてから、インストールを再試行します。 以下の手順に従って

パスワードなしの SSH をセットアップします。 

1. コンソールを開き、Vertica Linux データベース管理者ユーザとして 

Data Repository ホストにログインします。 
 

2. 以下のコマンドを入力します。 

ssh-keygen -N "" -t rsa -f ~/.ssh/id_rsa 

cp ~/.ssh/id_rsa.pub ~/.ssh/authorized_keys2 

chmod 644 ~/.ssh/authorized_keys2 
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3. Vertica Linux データベース管理者ユーザの公開鍵をリモート ホストの

許可された鍵リストにコピーするには、以下のコマンドを入力します。 

ssh-copy-id -i database_admin_user@remotehost 
 

remotehost 

SSH ID をコピーしようとしているクラスタ内の別のホストです。 
 

4. パスワードなしの ssh が正しくセットアップされたことを確認するに

は、ローカル ホストからリモート ホストにログインします。 

ssh database_admin_user@remotehost ls 
 

5. ホストのペアごとに手順 1 ～ 4 を繰り返します。 

注： 3 ノードのクラスタでは、前の手順が 6 種類必要となります。 
 

パスワードなしの SSH が正しくセットアップされている場合、パスワード

入力は要求されません。 また、'ls コマンド' からディレクトリがリスト表

示されます。 
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